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2016 年業績集の発刊に寄せて 

  

山形県立保健医療大学学長 

前田邦彦 

 

 山形県立保健医療大学の 2016 年の業績集の発刊の運びとなりました。業績の提出・修正

などに応じていただきました教員各位にあらためて御礼申し上げますとともに、業績集の作

成・編集にご努力いただきました評価委員会の髙橋 亘委員長、神先秀人副委員長をはじめ、

関係各位のご尽力に敬意を表します。 

 

 前年業績集の巻頭言でも申し述べましたが、前学長の青柳 優先生のご熱意によって、平

成 23 (2011)年より、毎年、業績集が発刊されることとなり、本学の活動・実績が具体的に示

されるようになりました。また、平成 16 (2004)～平成 22 (2010)年分の業績についても、遡っ

て、追加発刊されました。業績集の発刊については、形式的であるとか研究至上主義的であ

るということでかならずしも肯定的ではない意見もありますが、大学としての活動の一面を

総括し公表する上では、大変重要なことではないかと考えております。 

 

 元来、保健・医療の分野では、それに携る人 （々保健医療専門職）の日々の実践の中に様々

な解決すべき課題が生じ、これらを個別に解決・克服していくとともに、一つの体系として

整理・統合し、次の世代に伝えるということが脈々と受け継がれてきました。すなわち、実

践、課題提起・問題解決（研究）、体系化、教育・伝承が、その専門職としての日常の活動

の中で渾然一体としておこなわれております。従って、保健や医療を担うものはつねに｢研

究と教育の心（マインド）｣をもって日常の実践を積み重ねていく必要があります。さらに、

このような日常の実践については、それを総括し、公表することによって、その意義が増大

し、社会的な価値が付加されると思います。保健医療専門職を養成する本学としては、この

ような日々の活動・実践をどのように総括し、公表していくかについても提示し、検証する

必要があります。そのような意味合いからも、本業績集は非常に重要な教育資材であり、財

産であると云えると思います。 

 

 本学は、今年、大学院博士後期課程を設置し、さらに充実した教育・研究体制を構築しつ

つあります。このような中で、本学の足跡が毎年つみ重ねられ、堅牢な土台が固築されるこ

とは、本学の向後の発展にとっても極めて重要なことです。来年以降の益々の業績の積み重

ねを期待して、本年度の業績集の巻頭のことばといたします。 

 

平成 29 (2017) 年 10 月 
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【学長 前田邦彦】 

I. 研究業績 

① 著書（共著） 

1). 前田邦彦．悪性リンパ腫と腎疾患（悪性リンパ腫関連腎障害）．第 105 回日本病理学会総会（仙台）コ

ンパニオンミーティング・ハンドアウト（造血器異常と腎疾患：病理と臨床の接点を確認しよう）城

謙輔，山口裕編．日本腎病理協会刊；2016．38-48． 

 

② 原著論文等・総説 

1). Takahashi S, Tsumanuma R, Aizawa K, Osakabe M, Maeda K, Omoto E. Early improvement in marrow 

fibrosis following haploidentical stem cell transplantation for a patient with myelodysplastic syndrome 

with bone marrow fibrosis. Internal Med. 2016; 55: 3351-3356. 

2). 矢矧みどり, 居鶴一彦, 長岡純二, 夛田耕一, 大竹浩也, 前田邦彦．乳癌（当院症例）の年齢階層別臨床

病理学的検討および細胞診実施状況．山形県臨床細胞学会会報．2016；35：11-15． 

 

II. 学会・研究会発表 

A）国際学会・研究会など 

なし 

 

B）国内学会・研究会など 

1). 前田邦彦：MPGN like lesion を認めた形質細胞異常症の一例（病理コメント担当）．第 16 回東北腎生

検病理カンファレンス，宮城県仙台市，2016.3 

2). 刑部光正，江川明見，柳川直樹，緒形真也，前田邦彦：膵臓における CD30 陽性細胞の局在と Brentuximab 

vedotin．第 105 回日本病理学会総会，宮城県仙台市，2016.5 

3). 香田弘知，安藤純世，森 正也，前田邦彦，山川光徳：脾臓原発組織球肉腫の一例．第 105 回日本病理

学会総会，宮城県仙台市，2016.5 

4). 前田邦彦，井上京子，神先秀人，慶徳民夫：【特別講演】山形県立保健医療大学における多職種連携教

育（チーム医療教育）の取り組み．第 7 回東北シミュレーション医学教育研究会，秋田県秋田市，2016.5 

5). 前田邦彦：【コンパニオンミーティング 12（日本腎病理協会）造血器異常と腎疾患：病理と臨床の接

点を確認しよう】悪性リンパ腫と腎疾患（悪性リンパ腫関連腎障害）．第 105 回日本病理学会総会，宮

城県仙台市，2016.5  

6). 前田邦彦：【追加発現】リンパ増殖性疾患と腎障害（悪性リンパ腫関連腎障害）．第 59 回日本腎臓学

会学術総会サテライト・シンポジウム，岩手県盛岡市，2016.7 

7). 大竹浩也，松田幹夫，前田邦彦，木村 淳，斎藤 陽：偶発的に発見され，未治療経過観察中に classical 

Hodgkin lymphoma の併発が疑われた follicular lymphoma の一例．第 32 回悪性リンパ腫研究会，福島

県郡山市，2016.11 

8). 前田邦彦，大竹浩也，松田幹夫，秋葉次郎：濾胞状増殖パターンを呈する特異な B-細胞リンパ腫の一
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例．第 32 回悪性リンパ腫研究会．福島県郡山市，2016.11 

9). 井上京子，佐藤志保，高橋直美，今野浩之，槌谷由美子，菅原京子，遠藤恵子，後藤順子，沼澤さとみ，

遠藤和子，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：「山形発・地元ナース養成プログ

ラム」におけるリカレント教育のプログラム開発 －履修証明修了生の受講状況－．第 36 回日本看護

科学学会学術集会，東京都，2016.12 

10). 後藤順子，佐藤志保，井上京子，菅原京子，遠藤恵子，遠藤和子，沼澤さとみ，安保寛明，高橋直美，

槌谷由美子，今野浩之，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：小規模病院における看護研究の

実態と課題（その１）－研究の経験の有無に注目して－．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，

2016.12 

11). 今野浩之，井上京子，佐藤志保，高橋直美，槌谷由美子，菅原京子，遠藤恵子，後藤順子，沼澤さとみ，

遠藤和子，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：「山形発・地元ナース養成プログ

ラム」におけるリカレント教育のプログラム開発 －単元履修者の受講状況－．第 36 回日本看護科学

学会学術集会，東京都，2016.12 

12). 佐藤志保，後藤順子，井上京子，菅原京子，遠藤恵子，遠藤和子，沼澤さとみ，安保寛明，高橋直美，

槌谷由美子，今野浩之，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：Y 県内の小規模病院における看

護研究に関するニーズと課題（その２）－看護研究調査の自由記載の分析－．第 36 回日本看護科学学

会学術集会，東京都，2016.12 

13). 菅原京子，佐藤志保，井上京子，後藤順子，槌谷由美子，南雲美代子，高橋直美，今野浩之，遠藤和子，

沼澤さとみ，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，豊嶋三枝子，前田邦彦，遠藤恵子：【交流集会：K05】

看護からの地方創生－小規模病院等と大学の協働による看護の強みの形成－．第 36 回日本看護科学学

会学術集会，東京都，2016.12 

14). 永瀬外希子，井上京子，神先秀人，前田邦彦：理学療法教育における模擬患者参加型授業に対する学

生評価．第 8 回東北シミュレーション医学教育研究会，宮城県仙台市，2016.12 

15). 成澤 健，前田邦彦：簡易口腔アセスメント票の導入による看護師の口腔ケア実施に関する意識の変

化に関する調査．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，2016.12 

 

III. 学会・講演会・シンポジウムなどの主催 

1). 前田邦彦，川崎正則，菅原京子，遠藤恵子，遠藤和子，後藤順子，沼澤さとみ，南雲美代子，青木実枝，

寺島美紀子，井上京子，鈴木育子，平石皆子，安保寛明，菊地圭子，高橋直美，槌谷由美子，松田芳美，

今野浩之，山田香，樋口礼子，豊田茉莉，丸山香織，小川真紀子，齋藤愛依，今野隆敬，大瀧亜樹，鹿

間麻里江，佐藤志保，富樫栄一，設楽幸江，井上美樹：文部科学省課題解決型高度医療人材プログラム

「山形発・地元ナース養成プログラム」中間シンポジウム開催，山形県立保健医療大学（山形市），2016.6 

 

IV. 社会貢献・地域貢献         

① 公開講座・講演会・研修会・講習会・高校への出張講座などの講師 

1). 前田邦彦： CD30/Ki-1 抗原の基礎知識．Lymphoma Seminar in Fukushima，福島県郡山市，2016.2 

2). 前田邦彦：シミュレーション教育とは。ワークショップ ｢シミュレーション教育を考える｣（山形県立

保健医療大学、レールダル・メディカル・ジャパン共催）．山形県山形市，2016.11 

② 公的機関等の委員 
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� 日本リンパ網内系学会，評議員 

� Journal of Clinical and Experimental Hematopathology, Editorial Board 

� 日本樹状細胞研究会，理事（会計担当理事） 

� 悪性リンパ腫研究会，世話人 

� 山形乳腺画像病理研究会，世話人 

� 山形電気生理研究会，世話人 

� 東北シミュレーション医学教育研究会，世話人 

 

V. 外部資金取得 

なし 

 

VI. その他，特記すべき事項  

1). 菅原京子，佐藤志保，井上京子，後藤順子，槌谷由美子，南雲美代子，高橋直美，今野浩之，遠藤和子，

沼澤さとみ，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，豊嶋三枝子，前田邦彦，遠藤恵子：文部科学省｢課題解

決型高度医療人材養成プログラム｣採択事業・「山形発・地元ナース養成プログラム」平成 27 年度活動

報告書．2016.3 
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I. 研究業績 

① 著書（共著） 

1). 安保寛明．コンコーダンス．野川道子．看護実践に活かす中範囲理論(第 2 版)．東京：メヂカルフレン

ド社；2016．123-138． 

2). 安保寛明．精神科薬物療法．吉浜文洋．精神看護ガイドライン（第 2 版）．東京：精神看護出版；2016．

70-74． 

3). 遠藤恵子．第 6 章「地域における助産サービス管理の実際」．成田伸（責任編集）．助産師基礎教育テ

キスト 2016 年版 第 3 巻 周産期における医療の質と安全．東京：日本看護協会出版会；2016．156－

168. 

4). 慶徳民夫，丹野克子，千葉登，真壁寿，後藤順子．店街隣接地区在住高齢者の買い物行動要因．山形県

作業療法士会誌．2016；14(1)：4-12． 

5). 菅原京子．難病と制度－生き抜くための制度活用．川村佐和子（監修），中山優季（編集）．改訂版ナ

ーシングアプローチ・難病看護の基礎と実践－すべての看護の原点として．東京：桐書房；2016．23-

25． 

6). 高橋ちぐみ，後藤順子．自然環境を生かした健康づくりの活性化をめざして．保健師ジャーナル．2016；

72(9)：740-745． 

7). 増川ねてる，藤田茂治，安保寛明．オープニング．増川ねてる，藤田茂治．WRAP をはじめる！精神

科看護師との WRAP 入門．東京：精神看護出版；2016．25-36． 

8). 松田芳美．病状変化による個室移動に対する患者の拒否．祖父江正代，古沢祐子，他 10 名，（編集）

近藤まゆみ，梅田恵．がん看護の日常にある倫理．東京：医学書院；2016．58-67． 

 

② 原著論文等・総説 

1). 安保寛明．長期入院精神障害者の地域移行への理解を深める看護学教育の試み．山形保健医療研究．

2016；19（1）：19-27． 

2). 酒井太一，大森純子，高橋和子，三森寧子，小林真朝，小野若菜子，宮崎紀枝，安齋ひとみ，齋藤美華．

向老期世代における“地域への愛着”測定尺度の開発．日本公衆衛生雑誌．2016；63（11）：664‐674． 

3). 高橋ちぐみ，後藤順子：地域資源を活用し、心と体をうるおす．保健師ジャーナル．2016；72(9)：711-

713． 

4). 高橋直美，叶谷由佳：介護保険施設における介護職による喀痰吸引と経管栄養の実施状況と課題．日

本健康医学会雑誌．2016；25(1)：58-64. 

5). 丹野克子，照井孫久，遠藤和子．訪問リハビリテーションサービスを提供する理学療法士・作業療法

士の連携の様態 ケアマネジャーとの関係を中心に．保健医療福祉連携．2016；9(1)：21-28． 

6). 南雲美代子，高橋直美，半田直子，沼澤さとみ，寺島美紀子，豊嶋三枝子：ストレッチャー移動の演習

における学生の体験からの学び．山形保健医療研究．2016；19：9-18． 

7). 山田香，遠藤和子．成人看護学実習（慢性期）におけるポートフォリオ活用．山形保健医療研究．2016；

19：1-8. 
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II. 学会・研究会発表 

A）国際学会・研究会など 

なし 

B）国内学会・研究会など 

1). 岡田実，島本武嗣，藤原正則，山下巧一，和田亮一，光島徹，前田隆：特定健診・特定保健指導制度の

振り返り－メタボリックシンドローム関連データ 7 年間の変動－．第 44 回日本総合健診医学会，東京

都，2016.1 

2). 永澤馨也，五十嵐千賀子，菅原理一，佐藤亮，後藤順子，中村勝：ベテラン看護師はどこを見ているか 

経験の可視化と伝達を目指して．第 35 回日本社会精神医学会，岡山市，2016.1 

3). 栁澤尚代，吉本照子，清水洋子，菅原京子：保健師活動の質向上に向けた思考過程を明示する記録の

課題．第 4 回日本公衆衛生看護学会学術集会，兵庫県，2016.1 

4). 三浦浅子，高瀬佳苗，松田芳美，小河育恵：がん看護実践者の長期生存がんサバイバーシップケアに

対する認識(その 1)．第 30 回日本がん看護学会，幕張メッセ（千葉市），2016.2 

5). 伊藤拓也，佐藤大輔，高谷新，田名部由香，今野浩之，青木実枝：心理教育定着を目指すスタッフが行

う場作りと集団における相互作用．第 42 回山形県公衆衛生学会，山形県立保健医療大学（山形市），

2016.3 

6). 大久保彩，後藤順子：地域包括支援センターの認知度向上に向けた周知活動における工夫．第 42 回山

形県公衆衛生学会，山形市，2016.3 

7). 今野浩之，青木実枝，佐藤大輔，高谷新，田名部由香：精神的問題を抱える生徒への対応の現状－中学

校・高等学校養護教諭へのインタビュー調査から－．第 42 回山形県公衆衛生学会，山形県立保健医療

大学（山形市），2016.3 

8). 高谷新，佐藤大輔，伊藤拓也，田名部由香，今野浩之，青木実枝：心理教育定着を目指すスタッフの手

応えに影響する対象者の反応と評価に関する気づき．第 42 回山形県公衆衛生学会，山形県立保健医療

大学（山形市），2016.3 

9). 田名部由香，伊藤拓也，高谷新，佐藤大輔，青木実枝，今野浩之：心理教育定着を目指すスタッフの方

向性と現状．第 42 回山形県公衆衛生学会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.3 

10). 時松緑，青木実枝，伊藤陽子，島軒由美，本間淳一，坂野友美：市町村側の避難所担当者や保健師との

協働のあり方．第 42 回山形県公衆衛生学会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.3 

11). 永澤馨也，牧千亜紀，鈴木崇文，後藤順子：多職種連携参加者の連携に関する意識．第 42 回山形県公

衆衛生学会，山形市，2016.3 

12). 本間淳一，時松緑，青木実枝，伊藤陽子，島軒由美，坂野友美：災害支援ナースの増員に向けた取り組

み．第 42 回山形県公衆衛生学会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.3 

13). 柳川智佳，伊藤由香，佐々木友子，後藤順子：病院職員が考える看取り．第 42 回山形県公衆衛生学会，

山形市，2016.3 

14). 佐藤大輔，安保寛明，後藤剛：うつ病離休職者の復職に向けた保健医療による支援の効果的なあり方

に関する研究．第 9 回うつ病リワーク研究会学術集会，京都市，2016.4 

15). 岡田実，島本武嗣，藤原正則，山下巧一，森里江，和田亮一，光島徹，前田隆：特定健康制度から見た

「メタボ」「非メタボ」の実態－危険因子保有率の特徴と推移－．第 57 回日本人間ドック学会学術集

会，松本市，2016.7 
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16). 梶 理和子：Sense と／あるいは Taste ―女性の消費願望とモラルの問題．東北ロマン主義文学・文化

研究会シンポジウム「長い 18 世紀における Sense(s)の系譜」，東北大学文学部（仙台市），2016.7 

17). 山田香：「病いとともにある人」の役割認識と状況規定—関節リウマチ患者のインタビューから—．第

63 回東北社会学会，青森県観光物産館アスパム（青森市），2016.7 

18). 青木実枝，木戸口親史：平成 27 年度関東東北豪雨災害における初動調査報告―病院避難における活動

状況．日本災害看護学会第 18 回年次大会，久留米市，2016.8 

19). 飯岡由紀子，小川純子，吉本照子，遠藤和子，松岡千代：合理的配慮を要する学生の臨地実習の質保障

に向けた FD プログラム開発．第 26 回日本看護学教育学会学術集会，東京都，2016.8 

20). 齋藤愛依，後藤順子：循環器病棟看護師の退院支援実践における患者・家族との関わり．日本家族看

護学会第 23 回学術集会，山形テルサ（山形市），2016.8 

21). 菅原京子：新人保健師の難病支援に関する現任教育検討に向けた基礎的研究 第 2 報－教科書における

「難病事例」の扱い．第 21 回日本難病看護学会学術集会，北海道，2016.8 

22). 時松緑，青木実枝：市町村側の避難所担当者や保健師との効果的な協働のあり方．日本災害看護学会

第 18 回年次大会，久留米市，2016.8 

23). 井渕奈緒美，江口英行，遠藤和子：『食の営みに着目した看護モデル』を実践し、父とのかかわりがみ

えてきた 1 事例．第 21 回日本糖尿病教育看護学会，山梨県立大学（山梨県），2016.9 

24). 遠藤和子，井渕奈緒美，藤沢由香，由浪有希子，菱野祐美加，小泉麻美，岩塚晶子：「食卓の営み」か

らみえる患者さんの思いを聴いてみよう．第 21 回日本糖尿病教育看護学会，山梨県立大学（山梨県），

2016.9 

25). 斎藤亜美，高嶋百恵，佐藤千穂：看護師のワーク・ライフ・バランスの実態調査－看護師を支える家族

の思いから－．第 47 回日本看護学会看護管理学術集会，石川県金沢市，2016.9 

26). 佐藤志保，後藤順子，沼澤さとみ，井上京子，青木実枝，半田直子，菅原京子：小規模病院等看護職

に対する看護研究相談支援の取り組みについて．第 19 回北日本看護学会学術集会，宮城大学大和キャ

ンパス（宮城県），2016.9 

27). 遠藤恵子，豊田茉莉：母子健康手帳交付時の要支援妊婦・家族の把握とその後の支援の実態．第 51 回

山形県小児保健会研修会，山形大学医学部（山形市），2016.10 

28). 大月恵理子，林佳子，中村康香，成田伸，齋藤明香，高島えり子，平石皆子，林ひろみ，松原まなみ：

母体・胎児集中治療室（MFICU）看護職のための研修会の試行．第 57 回日本母性衛生学会学術集会，

東京都，2016.10 

29). 岡田実，前田隆：「喫煙者」「非喫煙者」の動脈硬化疾患関連データと服薬状況－人間ドック受診者デ

ータから－．第 10 回日本禁煙学会学術集会，東京都，2016.10 

30). 岡田実，前田隆：我々の施設における特定健診・特定保健指導－生活習慣改善実行意識の変化－．第

75 回日本公衆衛生学会総会，大阪市，2016.10 

31). 後藤順子：山形県上山市における宿泊型新保健指導の施行事業における効果検証．第 75 回日本公衆衛

生学会総会，大阪市，2016.10 

32). 齋藤美華，川原礼子，佐々木明子，東海林志保：老人施設における看取りに際しての看護職による呼

吸停止確認の現状と看護職が感じている課題．第 27 回日本老年医学会東北地方会，盛岡市，2016.10 

33). 菅原京子，今野浩之，鈴木育子，小川真紀子，後藤順子：選択制導入による公衆衛生看護管理を主要な

目標とした実習の成果．第 75 回日本公衆衛生学会総会，大阪市，2016.10 
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34). 前田隆，岡田実：特定健診・非メタボ者の経年推移－8 年間のコホート分析から－．第 75 回日本公衆

衛生学会総会，大阪市，2016.10 

35). 栁澤尚代，清水洋子，菅原京子，吉本照子：保健師活動の記録における「収集した情報」の特性と課

題．第 75 回日本公衆衛生学会総会，大阪市，2016.10 

36). 金子智恵，尾崎章子，齋藤美華，西崎未和：在宅認知症高齢者の家族介護者の介護経験の男女差に関

する文献検討．第 6 回日本在宅看護学会学術集会，東京都，2016.11 

37). 國井咲，平石皆子：初めて育児を行う母親が実母からのサポートを受けて抱いた思い．第 39 回山形県

母性衛生学会学術集会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.11 

38). 佐々木睦美，佐藤千穂，森明美，槙彩加：糖尿病腎症教育における看護師の意識調査．第 47 回日本看

護学会慢性期看護学術集会，鳥取県米子市，2016.11 

39). 安保寛明，笹井瞳：精神障がいをもつ人の表現がアサーティブネスになる過程．第 24 回日本精神障害

者リハビリテーション学会，長野市，2016.12 

40). 井上京子，佐藤志保，高橋直美，今野浩之，槌谷由美子，菅原京子，遠藤恵子，後藤順子，沼澤さとみ，

遠藤和子，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：「山形発・地元ナース養成プログ

ラム」におけるリカレント教育プログラム開発－履修証明修了生の受講状況－．第 36 回日本看護科学

学会学術集会，東京都，2016.12 

41). 小川真紀子：精神科訪問看護におけるリカバリー志向の服薬支援について．第 24 回日本精神障害者リ

ハビリテーション学会，長野市，2016.12 

42). 片桐智子，和住淑子，錢 淑君，河部房子，山岸仁美，新田なつ子，寺島久美，戸田肇，宮里智子，高

橋幸子，丸山香織，前田隆：学生の実践事例から統合実習における看護実践能力と評価基準を考える

－統合実習評価基準構築に向けて－．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，2016.12 

43). 菊地美智子，菅原京子，後藤順子：山形県の病院外来に勤務する看護職員の職務満足度とその関連要

因．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，2016.12 

44). 今野浩之，井上京子，佐藤志保，高橋直美，槌谷由美子，菅原京子，遠藤恵子，後藤順子，沼澤さとみ，

遠藤和子，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：「山形発・地元ナース養成プログ

ラム」におけるリカレント教育プログラム開発－単元履修者の受講状況－．第 36 回日本看護科学学会

学術集会，東京都，2016.12 

45). 後藤慶，高橋直美：非侵襲的陽圧換気の在宅療養移行支援プロトコール構築に向けた基礎研究 1－高齢

患者の在宅移行時の問題－．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，2016.12 

46). 後藤順子，佐藤志保，井上京子，菅原京子，遠藤恵子，遠藤和子，沼澤さとみ，安保寛明，高橋直美，

槌谷由美子，今野浩之，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：小規模病院における看護研究の

実態と課題（その 1）－研究の経験の有無に注目して－．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，

2016.12 

47). 齋藤愛依，後藤順子：循環器疾患を有する患者の生活の再構築等に向けた病棟看護師の退院支援の実

践に関連する要因．第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，2016.12 

48). 佐藤志保，後藤順子，井上京子，菅原京子，遠藤恵子，遠藤和子，沼澤さとみ，安保寛明，高橋直美，

槌谷由美子，今野浩之，樋口礼子，齋藤愛依，前田邦彦，豊嶋三枝子：Y 県内の小規模病院における看

護研究に関するニーズと課題（その 2）－看護研究調査の自由記載の分析－．第 36 回日本看護科学学

会学術集会，東京都，2016.12 

49). 錢 淑君，松本毅，和住淑子，前田隆，片桐智子，永田亜希子，河部房子：看護学生の「生活特徴と自

覚症状の関係」に焦点をあてた生活改善プロトコールの開発に向けた基礎研究．第 36 回日本看護科学

学会学術集会，東京都，2016.12 
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50). 高橋直美，後藤慶：非侵襲的陽圧換気の在宅療養移行支援プロトコール構築に向けた基礎研究 2－病棟

看護師の退院支援の現状－，第 36 回日本看護科学学会学術集会，東京都，2016.12 

51). 永瀬外希子，井上京子，神先秀人，前田邦彦：理学療法教育における模擬患者参加型授業に対する学

生評価．第 8 回東北シミュレーション医学教育研究会，仙台市，2016.12 

 

III. 学会・講演会・シンポジウムなどの主催 

1). 安保寛明（企画・運営）：リカバリー志向コミュニティをつくる多様な援助関係．平成 27 年度日本精

神保健看護学会教育シンポジウム（委員長 野末聖香），宮城大学災害支援サテライトキャンパス（仙

台市），2016.1 

2). 高橋直美（企画・運営・調整）：やまがた在宅ケアかんごねっと学習会，山形大学（山形市），2016.1

～11 

3). 青木実枝：山形県精神保健研究会開催（3 回），山形市，2016.3～11 

4). 井上京子（企画・運営）：県内医療従事者講習会（シミュレーション教育方法），山形県立保健医療大

学（山形市），2016.3 

5). 遠藤和子（主催）：質的統合法(KJ 法)初心者研修 STEP２in 山形，山形県立保健医療大学（山形市），

2016.4 

6). 井上京子（企画・運営）：医療コミュニケーションワークショップ，山形県立保健医療大学（山形市），

2016.6 

7). 前田邦彦，川崎正則，菅原京子，遠藤恵子，遠藤和子，後藤順子，沼澤さとみ，南雲美代子，青木実枝，

寺島美紀子，井上京子，鈴木育子，平石皆子，安保寛明，菊地圭子，高橋直美，槌谷由美子，松田芳美，

今野浩之，山田香，樋口礼子，豊田茉莉，丸山香織，小川真紀子，齋藤愛依，今野隆敬，大瀧亜樹，鹿

間麻里江，佐藤志保，富樫栄一，設楽幸江，井上美樹：文部科学省課題解決型高度医療人材プログラム

「山形発・地元ナース養成プログラム」中間シンポジウム開催，山形県立保健医療大学（山形市），

2016.6 

8). 山田香（事務局）：響き合いネットワーク山形 SP 研究会主催 ワークショップ，山形県立保健医療大

学（山形市），2016.6 

9). 菊地圭子（実行委員）：「人間と性」教育研究協議会，第 35 回全国夏季セミナー山形大会，山形テル

サ（山形市），2016.7 

10). 青木実枝（企画・話題提供）：学会企画ワークショップ「災害発生時に全員避難を行った医療機関・社

会福祉施設の経験と教訓」．日本災害看護学会第 18 回年次大会，久留米市，2016.8 

11). 井上京子（企画・運営）：特定非営利活動法人スペシャルオリンピクス日本・10 周年記念講演会，山

形テルサ（山形市），2016.8 

12). 後藤順子（実行委員長・座長），小澤芳子（実行委員），鈴木育子（実行委員），安保寛明（実行委

員），半田直子（実行委員），槌谷由美子（実行委員），齋藤愛依（実行委員）：日本家族看護学会第

23 回学術集会（大会長 古瀬みどり），山形テルサ（山形市），2016.8 

13). 寺島美紀子（企画・実行委員）：国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン（ILFJ）研究協議会第 6 回

学術集会，大阪府立国際会議場（大阪市），2016.8 

14). 安保寛明（教育活動委員）：精神看護専門看護師の多様な活動～総合病院・精神科専門機関での活躍

のこれまでとこれから～．平成 28 年度日本精神保健看護学会教育シンポジウム（委員長 野末聖香），

山形市，2016.9 
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15). 青木実枝（企画・運営）：災害看護（実務編）研修，山形県看護協会（山形市），2016.10～12 

16). 遠藤恵子：山形県からの委託事業 山形県母子保健コーディネーター研修会，山形県立保健医療大学

（山形市），2016.10～11 

17). 青木実枝（企画・運営・講師）：災害支援ナースフォローアップ研修，山形県看護協会（山形市），

2016.11 

18). 井上京子（企画・運営）：県内医療従事者講習会（シミュレーション教育を考える），山形県立保健医

療大学（山形市），2016.11 

19). 井上京子（企画・運営）：特定非営利活動法人スペシャルオリンピクス日本・山形医療安全委員会研修

会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.11 

20). 遠藤恵子（学会長），平石皆子（実行委員），菊地圭子（実行委員），豊田茉莉（実行委員），樋口礼

子（実行委員）：第 39 回山形県母性衛生学会学術集会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.11 

21). 梶 理和子（企画・司会・講師），佐藤恵（講師），小野俊太郎（講師），小林亜希（講師）：英文学

とヴィジュアル・カルチャー ―表象の多様性をめぐって．日本英文学会 東北支部 第 71 回大会シン

ポジウム，秋田カレッジプラザ（秋田市），2016.11 

22). 井上京子（企画・運営）：県内医療従事者講習会（シミュレーション教育研修会），山形県立保健医療

大学（山形市），2016.12 

23). 菅原京子，佐藤志保，井上京子，後藤順子，槌谷由美子，南雲美代子，高橋直美，今野浩之，遠藤和子，

沼澤さとみ，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，豊嶋三枝子，前田邦彦，遠藤恵子：看護からの地方創生

－小規模病院等と大学の協働による看護の強みの形成．第 36 回日本看護科学学会学術集会交流集会，

東京都，2016.12 

 

IV. 社会貢献，地域貢献 

① 公開講座，講演会，研修会，講習会，高校への出張講義などの講師 

1). 青木実枝：介護労働安定センター「医療的ケア」講師（12 回），山形市，2016.1～12 

2). 安保寛明：管理職者のためのメンタルヘルスマネジメント，宮城県看護協会（仙台市），2016.1 

3). 遠藤恵子：いのちの学習，山形市立滝山小学校（山形市），2016.1 

4). 遠藤恵子：看護部研究指導（11 回），山形県立中央病院（山形市），2016.1～12 

5). 遠藤恵子：看護部研究指導（2 回），山形県立総合療育訓練センター（上山市），2016.1～2 

6). 遠藤恵子：いのちの学習，山形市立第九小学校（山形市），2016.2 

7). 片桐智子：進学説明会講師，新庄東高等学校（新庄市），2016.2 

8). 菊地圭子：いのちの教育講師，中山町立長崎小学校（中山町），2016.2～12 

9). 菊地圭子：親が子どもに教える性教育．山形県 PTA 連合会（山形市），2016.2 

10). 豊田茉莉：保健講話（健康教育），山形市立第六中学校（山形市），2016.2 

11). 遠藤恵子：看護研究における倫理・統計処理，山形県立中央病院（山形市），2016.4 

12). 安保寛明：出張講義，山形県立小国高等学校（小国町），2016.5 

13). 井上京子：山形県看護実習指導者講習会講師，山形県看護協会（山形市），2016.5 
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14). 後藤順子：地元ナース看護研究指導，山形県立河北病院（河北町），2016.5～11 

15). 半田直子：平成 28 年度看護協会臨床指導者研修「文献検索」講師，山形県看護協会（山形市），2016.5 

16). 平石皆子：看護研究の実践－看護研究のプロセスを学ぶ－．山形県看護協会継続教育，いろり火の里 

文化館なの花ホール（三川町），2016.5 

17). 安保寛明：初任者研修.岩手県相談支援専門員研修，岩手産業文化センターアピオ（岩手県），2016.6 

18). 安保寛明：地域移行．日本精神科看護協会認定看護師東北地区研修会，いわて県民情報交流センター

（岩手県），2016.6 

19). 井上京子：「看護研究」研修会講師（研究指導），山形県立こども医療療育センター（上山市），2016.6

～12 

20). 井上京子：出張講義講師，山形県立上山明新館高等学校（上山市），2016.6 

21). 井上京子：山形市保育職員研修会講師，山形市役所（山形市），2016.6 

22). 遠藤和子：実習指導の実際．臨床指導者講習会，山形県看護協会（山形市），2016.6 

23). 片桐智子：大学等進学説明会講師，米沢中央高等学校（米沢市），2016.6 

24). 片桐智子：平成 28 年度第 1 回臨床指導者研修会講師，山形県立中央病院（山形市），2016.6 

25). 菊地圭子：思春期セミナー講師，山形県立寒河江工業高等学校（寒河江市），2016.6～12 

26). 菊地圭子：進学説明会，山形県立鶴岡北高等学校（鶴岡市），2016.6 

27). 菊地圭子：実習指導者講習会グループワーク助言講師，山形県看護協会（山形市），2016.6～7 

28). 後藤順子：看護研究・地元ナース中間シンポジウム，山形県立保健医療大学（山形市），2016.6 

29). 後藤順子：看護研究・地元ナースブラッシュアップ研修会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.6

～8 

30). 後藤順子：看護研究・地元ナースフォローアップ研修会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.6～

12 

31). 後藤順子：看護研究長入門・地元ナース看護研究研修会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.6 

32). 菅原京子：東北中央病院看護部主任看護師研修会，東北中央病院（山形市），2016.6 

33). 菅原京子：ようこそ看護の世界へ．模擬授業，山形県立酒田光陵高等学校（酒田市），2016.6 

34). 寺島美紀子：看護部研修会講師，山形県立中央病院（山形市），2016.6～9 

35). 寺島美紀子：認定看護管理者ファーストレベル教育課程講師，宮城県看護協会（仙台市），2016.6 

36). 寺島美紀子：認定看護管理者ファーストレベル教育課程講師，山形県看護協会（山形市），2016.6 

37). 寺島美紀子：山形県看護実習指導者講習会講師，山形県看護協会（山形市），2016.6 

38). 南雲美代子：看護過程論．「山形発・地元ナース養成プログラム」小規模病院スキルアップ研修講師，

山形県立保健医療大学（山形市），2016.6 

39). 南雲美代子：看護教育課程 看護過程の展開．山形県看護実習指導者講習会講師，山形県看護協会（山

形市），2016.6～7 

40). 沼澤さとみ：看護教育課程．平成 28 年度第 27 回山形県看護実習指導者講習会，山形県看護協会（山

形市），2016.6 
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41). 樋口礼子：第 2 回進路ガイダンス，山形県立鶴岡中央高等学校（鶴岡市），2016.6 

42). 平石皆子：学生の特徴と関わり方．指導者研修会，山形県立中央病院（山形市），2016.6 

43). 平石皆子：妊娠・出産のいまむかし．平成 28 年度山形県立保健医療大学公開講座，山形県立保健医療

大学（山形市），2016.6 

44). 松田芳美：医療・看護について．校内説明会，山形県立寒河江高等学校（寒河江市），2016.6 

45). 安保寛明：新人教育とメンタルヘルスマネジメント．宮城県看護協会新人教育責任者研修，宮城県看

護協会（仙台市），2016.7 

46). 安保寛明：メンタルヘルスマネジメント．宮城県看護協会訪問看護研修，宮城県看護協会（仙台市），

2016.7 

47). 遠藤恵子：山形県保健師助産師看護師実習指導者講習会，山形県看護協会（山形市），2016.7 

48). 菊地圭子：進学説明会，山形県立天童高等学校（天童市），2016.7 

49). 後藤順子：高齢者の保健医療福祉．介護支援専門実務研修事前講座，秋田県社会福祉協議会（秋田市），

2016.7 

50). 菅原京子：地域の健康ニーズの把握．平成 26 年度山形県新任保健師・栄養士研修会，山形県庁（山形

市），2016.7 

51). 高橋直美：山形県介護労働安定センター実務者研修講師，山形市，2016.7～8 

52). 豊田茉莉：性の健康教育，東根市立大富中学校（東根市），2016.7 

53). 沼澤さとみ：看護実践の基礎知識．放送大学（山形市），2016.7 

54). 沼澤さとみ：高齢者の食生活と看護．大学等進学説明会模擬講義，山形県立谷地高等学校（河北町），

2016.7 

55). 松田芳美：第 6 回がん看護におけるコミュニケーション・スキル・トレーニング研修会ファシリテー

ター，仙台医師会館（仙台市），2016.7 

56). 山田香：人生を支える足のお手入れ 糖尿病看護のフットケア技術から～夏編～．平成 28 年度山形県

立保健医療大学公開講座，最上広域交流センターゆめりあホールアベージュ（新庄市），2016.7 

57). 青木実枝：日本精神科看護技術協会山形県支部看護研究発表会審査員，講評・アドバイザー，山形市，

2016.8 

58). 青木実枝：【山形発・地元ナース養成プログラム】小規模病院ブラッシュアッププログラム「災害の看

護」講師，2016.8 

59). 安保寛明：家族それぞれが元気に過ごすための暮らしのコツと社会資源．山形県村山保健所うつ病家

族教室，村山保健所（山形市），2016.8 

60). 安保寛明：コンコーダンス．日本精神科看護協会栃木県支部研修，ニューみくら（栃木県），2016.8 

61). 安保寛明：動機づけ理論を人材育成と組織管理に活かす．山形県最上保健所中堅・管理職研修，最上

保健所（新庄市），2016.8 

62). 遠藤和子：研究室訪問プロジェクト．山形県立新庄北高等学校（新庄市），2016.8 

63). 遠藤恵子：新人助産師研修，山形県看護協会（山形市），2016.8 

64). 後藤順子：事例検討・鶴岡市第 1 回医療と介護の連携研修会，出羽庄内国際村（鶴岡市），2016.8 
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65). 菅原京子：看護関連法規・看護の社会的責務と法的根拠．認定看護管理者ファーストレベル教育，山

形県看護協会（山形市），2016.8 

66). 菅原京子，後藤順子，鈴木育子，今野浩之，小川真紀子：”玉手箱をそっと開けると？”－高齢者看護

を考えてみよう－．高校 1 年生を対象とした看護師体験セミナー，山形県立保健医療大学（山形市），

2016.8 

67). 高橋直美：山形発・地元ナース看護師養成プログラム事業：ブラッシュアッププログラム「根拠に基

づく看護」の企画・運営・調整・講師（オリエンテーション、看護過程、フィジカルアセスメント：運

動器・循環器・事例、災害看護），山形県立保健医療大学（山形市），2016.8 

68). 沼澤さとみ：看護の動向と課題Ⅰ･Ⅱ、フィジカルアセスメント．地元ナース養成プログラムブラッシ

ュアッププログラム，山形県立保健医療大学（山形市），2016.8 

69). 沼澤さとみ：山形県立新庄北高等学校研究室訪問プロジェクト指導，山形県立保健医療大学（山形市），

2016.8 

70). 青木実枝：山形県・米沢市合同総合防災訓練協力，米沢市，2016.9 

71). 安保寛明：コンコーダンス．日本精神科看護協会山形県支部研修，山形県看護協会（山形市），2016.9 

72). 安保寛明：専門研修．岩手県相談支援専門員研修，ふれあいランド岩手（岩手県），2016.9 

73). 安保寛明：メンタルヘルスマネジメント．宮城県看護協会新人看護師研修，宮城県看護協会（仙台市），

2016.9 

74). 菊地圭子：性の健康教育スキルアップ研修会講師，山形県看護協会（山形市），2016.9 

75). 後藤順子：健康な高齢者．湯田川地区社会福祉協議会研修会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.9 

76). 後藤順子：対人個別援助技術．介護支援専門員専門研修Ⅰ，ヒルズサンピア(山形市），2016.9 

77). 後藤順子：保健師活動の基本ポイント．最上地域市町村等支援研修会，最上保健所（新庄市），2016.9 

78). 豊田茉莉：将来の妊娠・出産に向けた身体づくり．平成 28 年度山形県立保健医療大学公開講座，酒田

市中央公民館（酒田市），2016.9 

79). 樋口礼子：医療系セミナー，山形県立酒田西高等学校（酒田市），2016.9 

80). 安保寛明：新人教育計画作成とメンタルヘルスマネジメント．秋田県教育責任者研修，秋田県立衛生

看護学院（秋田県），2016.10 

81). 安保寛明：ストレスとの上手な付き合い方．東根市健康づくり事業所，東根市さくらんぼタントクル

センター（東根市），2016.10 

82). 安保寛明：中堅看護師のためのメンタルヘルスマネジメント．秋田県中堅看護職員研修，秋田県立衛

生看護学院（秋田県），2016.10 

83). 安保寛明：メンタルヘルスマネジメント．秋田県新人看護師研修，秋田県立衛生看護学院（秋田県），

2016.10 

84). 安保寛明：役職者のストレスマネジメント．平鹿総合病院講師，平鹿総合病院（秋田県），2016.10 

85). 遠藤和子：人生を支える足のお手入れ 糖尿病看護のフットケア技術から～冬編～．平成 28 年度山形

県立保健医療大学公開講座，山形県立米沢栄養大学（米沢市），2016.10 

86). 遠藤恵子：研究のまとめ方・研究発表，山形県立中央病院（山形市），2016.10 

87). 遠藤恵子：山形県母子保健コーディネーター研修会，山形県立保健医療大学（山形市），2016.10～11 
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88). 菊地圭子：思春期セミナー講師，山形県立山形工業高等学校（山形市），2016.10 

89). 後藤順子：看護研究指導，新庄徳洲会病院（新庄市），2016.10 

90). 後藤順子：事例検討・置賜管内新任期保健師研修会，置賜保健所（米沢市），2016.10 

91). 高橋直美：模擬授業，山形県立新庄南高等学校（新庄市），2016.10 

92). 寺島美紀子：看護部研修会講師，山形県立新庄病院（新庄市），2016.10 

93). 豊田茉莉：性の健康教育，上山市立南中学校（上山市），2016.10 

94). 南雲美代子：看護師・ケアワーカーと共にケアを実施．「山形発・地元ナース養成プログラム」小規模

病院人事交流研修，尾花沢病院（尾花沢市），2016.10～12 

95). 南雲美代子：看護人間関係論「接触によるコミュニケーション」．「山形発・地元ナース養成プログラ

ム」小規模病院人事交流研修 1 回目講師，山形県立保健医療大学（山形市），2016.10 

96). 南雲美代子：基礎看護方法論Ⅰ．「山形発・地元ナース養成プログラム」小規模病院スキルアップ研修

講師，山形県立保健医療大学（山形市），2016.10 

97). 南雲美代子：ポジショニング及び食事の介助の学習会を実施．「山形発・地元ナース養成プログラム」

小規模病院人事交流研修，尾花沢病院（尾花沢市），2016.10 

98). 南雲美代子：持ち上げない介護．「キネステティクス体験会」講師，介護老人保健施設うらら（酒田

市），2016.10 

99). 安保寛明：アンガーマネジメント．山容病院職員研修会講師，山容病院（酒田市），2016.11 

100). 遠藤恵子：いのちの学習，山形市立南小学校（山形市），2016.11 

101). 菊地圭子：思春期セミナー講師，上山市立北中学校（上山市），2016.11 

102). 今野浩之：大学コンソーシアムやまがた大学等進学説明会，山形県立山形北高等学校（山形市），2016.11 

103). 後藤順子：事例検討・鶴岡市第 2 回医療と介護の連携研修会，出羽庄内国際村（鶴岡市），2016.11 

104). 南雲美代子：看護人間関係論「模擬患者授業」．「山形発・地元ナース養成プログラム」小規模病院人

事交流研修講師，山形県立保健医療大学（山形市），2016.11 

105). 南雲美代子：基礎看護方法論Ⅰ「ボディメカニクス・ベッドメーキング」．「山形発・地元ナース養成

プログラム」小規模病院人事交流研修 2 回目講師，山形県立保健医療大学（山形市），2016.11 

106). 南雲美代子：基礎看護方法論Ⅰ「リネン交換・寝衣交換」．「山形発・地元ナース養成プログラム」小

規模病院人事交流研修講師，山形県立保健医療大学（山形市），2016.11 

107). 安保寛明：元気回復行動プランを援助に活かす．岩手保護観察所保護司向け特別研修，エスポワール

いわて（岩手県），2016.12 

108). 安保寛明：こころの健康管理の重要性と方法．仙台医療センター付属仙台看護助産学校講師，仙台医

療センター付属仙台看護助産学校（仙台市），2016.12 

109). 安保寛明：面接技法と場の作り方．山形県精神保健福祉士協会研修会，山形テルサ（山形市），2016.12 

110). 安保寛明：ポジティブフィードバックの活用．仙台赤十字病院職員研修，仙台赤十字病院（仙台市），

2016.12 

111). 遠藤和子：人生移行にある糖尿病中高年女性へのアプローチ．第 28 回糖尿病療養指導士・看護研修会，

宮城県仙台市，2016.12 

112). 後藤順子：お口の健康．出羽地区社会福祉協議会研修会，出羽公民館（山形市），2016.12 
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113). 後藤順子：研究発表助言，庄内地区 4 老健症例研究発表会，庄内商工会館（庄内町），2016.12 

114). 鈴木育子：学部学科の概要説明、模擬講義および個別進学相談．大学等進学説明会，山形県立鶴岡中

央高等学校（鶴岡市），2016.12 

115). 沼澤さとみ，半田直子，齋藤愛依：平成 28 年度山形県理学療法士会「吸引技術研修会」，山形県立保

健医療大学（山形市），2016.12 

 

② 公的機関等の委員 

遠藤恵子 

� 日本母性衛生学会，評議員・査読委員 

� 日本母性看護学会，査読委員 

� 北日本看護学会，評議員・理事・査読委員 

� 山形県看護師等確保推進会議，委員 

� 山形県社会福祉審議会，委員 

� 山形県母性衛生学会，会長 

� 山形市いのちの教育懇談会，委員 

� 山形市産後ケア事業推進懇談会，委員 

 

菅原京子 

� 日本看護系大学協議会看護学質向上委員会，委員 

� 日本看護系大学協議会選挙管理委員会，委員 

� 日本難病看護学会，監事・査読委員 

� 北日本看護学会，査読委員 

� 大学コンソーシアムやまがた山形人材育成委員会，委員 

� 山形県准看護師試験委員会，委員 

� 山形県長寿医療懇談会，委員 

 

前田 隆 

� 日本宇宙航空環境医学会，評議員 

� 日本禁煙学会サイエンティフィックアドバイザー，査読委員 

� 日本公衆衛生学会，公衆衛生専門家試験委員 

 

遠藤和子 

� 日本糖尿病教育・看護学会，査読委員 

� FD マザーマップコンテンツ開発 
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後藤順子 

� 日本公衆衛生看護学会，査読委員 

� 北日本看護学会，査読委員 

� 保健師ジャーナル，査読委員 

� 東北福祉大学，非常勤講師 

� 山形県介護支援専門員研修向上会議，委員 

� 山形県環境審議会，委員 

� 山形県健康長寿推進協議会，委員 

� 山形県国保連合会 保健事業評価支援委員会，委員長 

 

沼澤さとみ 

� 北日本看護学会，査読委員 

� 山形県保健医療推進協議会，委員 

 

齋藤美華 

� 日本在宅ケア学会，査読委員 

 

南雲美代子 

� 北日本看護学会，査読委員 

 

青木実枝 

� 日本災害看護学会ネットワーク活動調査調整部会，委員 

� 日本精神科看護技術協会山形県支部，査読委員責任者 

� 山形県看護協会，災害看護対策委員会，副委員長 

� 山形県社会福祉審議会，委員 

� 山形県社会福祉協議会児童福祉専門分科会 児童処遇部会，臨時委員 

� 山形県准看護師試験委員会，委員 

� 山形県精神保健研究会，顧問 

� 山形県精神保健福祉審議会，委員 

 

寺島美紀子 

� 北日本看護学会，査読委員 

� 大学コンソーシアムやまがた山形人材育成委員会，共同教育部会，委員 

� 山形県看護協会，認定看護管理者セカンド・サードレベル教育課程，運営委員 
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井上京子 

� 「子育てするなら山形県」推進協議会，委員 

� 特定非営利活動法人スペシャルオリンピクス日本・山形，理事 

� 山形県看護協会学会委員会，副委員長 

� 山形県献血推進協議会，委員 

� 山形県健康フェア実行委員会，学長代理 

 

梶 理和子 

� 十七世紀英文学会，全国事務局 

� 日本英文学会東北支部，大会準備委員 

 

平石皆子 

� 山形県助産師出向支援導入事業協議会，協議員 

� 山形県母性衛生学会，幹事 

 

鈴木育子 

� 山形県国民健康保険団体連合会・介護サービス苦情処理委員会，委員 

� 山形県歯科医師会，在宅歯科医療連携室事業実行委員会，委員 

 

安保寛明 

� Japan Journal of Nursing Science reviewer 

� 日本看護医療学会誌，査読委員（国際論文担当） 

� 日本看護科学学会誌 和文誌，査読委員 

� 日本職業リハビリテーション学会誌，査読委員 

� 日本職業リハビリテーション学会，東北地区理事 

� 日本精神衛生学会誌，査読委員 

� 日本精神保健看護学会誌，査読委員 

� 日本精神保健看護学会，理事・代議員・教育活動委員・若手研究助成 審査委員 

� 特定非営利活動法人 相双に新しい地域精神医療福祉システムをつくる会，理事 

 

片桐智子 

� 山形県立保健医療大学・山形県立中央病院連携協議会，平成 28 年度看護専門部会，委員 

 

菊地圭子 

� 山形県青少年健全育成審議会，委員 

� 山形県母性衛生学会，幹事 
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高橋直美 

� 北日本看護学会，査読委員 

� やまがた在宅ケアかんごねっと，事務局 

 

槌谷由美子 

� 社会福祉法人慈風会はらっぱ保育園，臨時職員（看護師） 

 

松田芳美 

� 東北がん看護専門看護師会，役員（副代表） 

 

山田 香 

� 東北社会学会，庶務委員 

 

樋口礼子 

� 山形県母性衛生学会，幹事 

 

豊田茉莉 

� 山形県看護協会性の健康を支援する委員会，委員 

� 山形県母性衛生学会，幹事 

 

佐藤志保 

� 日本糖尿病教育・看護学会，山形県ネットワーク委員 

 

V. 外部資金取得 

1). 齋藤美華（研究代表者）：平成 24～28 年度 科学研究費助成事業（基盤研究(C)）「定年退職後の高齢

男性を対象とした地域活動への参加支援プログラムの開発」．課題番号 24593425． 

2). 梶 理和子（研究代表者）：平成 25～27 年度 科学研究費助成事業（基盤研究(C)）「長い 18 世紀の女

性リバタイン表象と共感に基づく親密圏の形成に関する学際的研究」．課題番号 25370288． 

3). 川原礼子（研究代表者），齋藤美華（研究分担者）：平成 25～28 年度 科学研究費助成事業（基盤研

究(C)）「高齢者の予想される死における看護職の看取り教育プログラム開発」．課題番号 25463285． 

4). 遠藤恵子（研究代表者），井上京子，沼澤さとみ，南雲美代子，槌谷由美子，山田香，高橋直美，今野

浩之（共同研究者）：平成 26～28 年度 科学研究費助成事業（基盤研究(C)）「看護学教育におけるコ

ミュニケーション能力向上のためのルーブリック開発と実用化」．課題番号 26463237． 

5). 片桐智子（研究代表者），山本利江，和住淑子，錢 淑君，河部房子，山岸仁美，新田なつ子，寺島久

美，戸田肇，宮里智子，高橋幸子，丸山香織，前田隆（共同研究者）：平成 26～28 年度 科学研究費

助成事業（基盤研究(C)）「看護基礎教育課程における統合実習の評価基準構築に向けた実践事例集の

作成」．課題番号 26463236． 
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6). 安保寛明（研究代表者）：平成 27 年度 科学研究費助成事業（研究活動スタート支援）「精神疾患を

有する人の回復に寄与するプログラムにおける協働援助様式の明確化」．課題番号 15H06529． 

7). 菊地圭子（研究代表者）：平成 27～29 年度 科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）「一人称視点に

よる直接授乳場面の手本教材開発と母乳育児学習教材としての有用性」．課題番号 15K15856． 

8). 菅原京子（研究代表者），遠藤恵子，遠藤和子，井上京子，豊嶋三枝子，南雲美代子（共同研究者）：

平成 27～28 年度 科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）「地元医療福祉の課題解決ができる地元ナ

ースのコンピテンシーの構造化」．課題番号 15K1580． 

9). 鳥田美紀代（研究代表者），遠藤和子（共同研究者）：平成 27～29 年度 科学研究費助成事業（基盤

研究(C)）「在宅療養強化型老健における要介護者主体の在宅移行のための看護実践モデルの開発」．

課題番号 15K11797． 

10). 安保寛明（研究代表者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）「精神科入院患

者の地域移行を促進する病棟地域連動型リカバリー支援ツールの開発」．課題番号 16K15959． 

11). 飯岡由紀子（研究代表者），小川純子，吉本照子，遠藤和子，松岡千代（共同研究者）：平成 28～30

年度 科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）「看護系大学の臨地実習における合理的配慮の構造化

と FDSD プログラム開発」．課題番号 16K15888． 

12). 遠藤和子（研究代表者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（基盤研究(C)）「移行にゆらぐ糖尿

病患者に食卓の営みに着目した看護モデルを用いた援助の有効性の検討」．課題番号 16K12032． 

13). 大月恵理子（研究代表者），坂上明子，菅林直美，高島えり子，中村康香，成田伸，林ひろみ，林佳子，

平石皆子，松原まなみ，森田亜希子，齋藤明香（共同研究者）：平成 28～31 年度 科学研究費助成事

業（基盤研究(C)）「母体・胎児集中ケアのための研修プログラム実用化に関する研究」．課題番号 

16K12099． 

14). 尾崎章子（研究代表者），齋藤美華（研究分担者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（挑戦的

萌芽研究）「エンド・オブ・ライフケアにおける在宅・特養での死亡確認をめぐる問題の所在と検討」．

課題番号 16K15862． 

15). 梶 理和子（研究代表者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（基盤研究(C)）「長い 18 世紀の女

性表象における感覚と嗜好の変容と感受性との関係性に関する研究」．課題番号 16K02455． 

16). 今野浩之（研究代表者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（若手研究(B)）「社会資源が限られ

た小規模町村に居住する精神障がいを持つ人々の「リカバリー」の構造」．課題番号 16K21255． 

17). 沼澤さとみ（研究代表者），豊嶋三枝子，半田直子（連携研究者）：平成 28～30 年度 科学研究費助

成事業（挑戦的萌芽研究）「アセスメント－看護技術統合型シミュレーションを導入した教育方法の

開発」．課題番号 16K15873． 

18). 樋口礼子（研究代表者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（若手研究(B)）「はじめて親になる

男性が親としての自信を高めていくための看護実践ガイドライン開発」．課題番号 16K20798． 

19). 森真喜子（研究代表者），安保寛明，江波戸和子（分担研究者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成

事業（基盤研究(C)）「精神障害当事者の「病いの語り」を促進する看護援助に関する研究」．課題番

号 16K12289． 

20). 山田香（研究代表者）：平成 28～30 年度 科学研究費助成事業（基盤研究(C)）「関節リウマチ患者に

おける日本版女子会型エキスパートペイシェントプログラムの構築」．課題番号 16K12031． 
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VI. その他，特記すべき事項 

1). 青木実枝：FD・SD 研修企画・運営（5 回），山形県立保健医療大学（山形市），2016.1～11 

2). 遠藤恵子：ラジオモンスター「健康と看護」出演（10 回），山形市，2016.1～12 

3). 豊田茉莉：ラジオモンスター「健康と看護」出演，山形市，2016.2 

4). 南雲美代子：ラジオモンスター「看護師からのメッセージ－マスクについて－」出演，山形市，2016.2 

5). 青木実枝：ラジオモンスター出演，山形市，2016.3 

6). 菅原京子，佐藤志保，井上京子，後藤順子，槌谷由美子，南雲美代子，高橋直美，今野浩之，遠藤和子，

沼澤さとみ，安保寛明，樋口礼子，齋藤愛依，豊嶋三枝子，前田邦彦，遠藤恵子：文部科学省｢課題解

決型高度医療人材養成プログラム｣採択事業・「山形発・地元ナース養成プログラム」平成 27 年度活

動報告書，2016.3 

7). 菅原京子，佐藤志保：看護実践研究センターについて．平成 27 年度文部科学省課題解決型高度医療人

材養成プログラム活動報告書 26～28 頁，2016.3 

8). 菅原京子：山形発・地元ナース養成プログラム事業概要．平成 27 年度文部科学省課題解決型高度医療

人材養成プログラム活動報告書１～2 頁，2016.3 

9). 青木実枝：山形県看護協会東日本大震災に関する支援活動のまとめ-5 年間の支援活動を振り返って．

「第 4 章山形県看護協会災害看護対策委員会活動，東日本大震災を経験して浮上した災害時支援活動

の課題と対策」担当，山形県看護協会，30-33，2016.4 

10). 青木実枝：山形県看護協会東日本大震災に関する支援活動のまとめ-5 年間の支援活動を振り返って．

「山形県の災害支援状況」担当，山形県看護協会，5-8，2016.4 

11). 松田芳美：ラジオモンスター「がんの親を持つ子供への支援について」出演，山形市，2016.4 

12). 半田直子：ラジオモンスター「ちょっとお疲れのカラダとココロにいい食事」出演，山形市，2016.5 

13). 青木実枝：2015 年 9 月茨城県常総水害に関する看護支援レポート「平成 27 年 9 月関東・東北豪雨」．

日本災害看護学会 ＪＳＤＮニュース No.31，2016.6 

14). 南雲美代子：「東北ひとにやさしい介助を考える会」代表世話人として、総会及び動きの学習会を企

画・実施，山形県立保健医療大学（山形市），2016.6 

15). 山田香：ラジオモンスター「健康と看護」出演，山形市，2016.6 

16). 安保寛明：ラジオモンスター「健康と看護」出演，山形市，2016.7 

17). 今野浩之：ラジオモンスター「健康と看護」出演（2 回），山形市，2016.7～12 

18). 遠藤恵子，菅原京子，後藤順子，沼澤さとみ，南雲美代子，梶 理和子，鈴木育子，片桐智子，菊地圭

子，佐藤志保，松田芳美，今野浩之，小川真紀子，齋藤愛依：山形県からの委託事業 「高校 1 年生を

対象とした看護師体験セミナー」の開催，山形県立保健医療大学（山形市），2016.8 

19). 小川真紀子：ラジオモンスター「健康と看護」－季節の変わり目を健康にすごす－出演, 山形市, 2016.9 

20). 高橋直美：茶道サークルの学外活動として、東北芸術工科大学茶道サークルと共同で茶会を開催，山

寺（山形市），2016.11 

21). 平石皆子：ラジオモンスター「日本の出産と助産師の歴史」出演，山形市，2016.12
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I. 研究業績 

① 著書（共著） 

1). 丹野克子．第 2 章Ⅴ．アセスメントとケアの実践の基本Ⅰ-1・２）～２．認知症介護研究・研修センタ

ー監修．認知症介護実践者研修標準テキスト．東京：ワールドプランニング；2016．326-345． 

 

② 原著論文等・総説 

1). Nakanowatari T, Suzukamo Y, Izumi SI. The effectiveness of Specific Exercise Approach or Modifiable 

Heel lift in the Treatment of Functional Leg Length Discrepancy in Early Post-surgery Inpatients after 

Total Hip Arthroplasty: A Randomized Controlled Trial with a PROBE design. Physical Therapy Research. 

2016; 19: 39-49. 

2). Nito M, Hashizume W, Miyasaka T, Suzuki K, Sato T, Fujii H, Shindo M, Naito A. Facilitation from 

digitorum superficialis to extensor carpi radialis in humans. Exp Brain Res. 2016; 234(8): 2235-2244. 

3). 浦山 樹，神先秀人，高橋俊章，高木理彰．女性高齢者の立ち上がり動作における仙骨傾斜角が膝関

節へ与える影響－矢状面における検討―．山形理学療法学．2016；3：7-11． 

4). 慶徳民夫，丹野克子，千葉 登，真壁 寿，後藤順子．商店街隣接地区在住高齢者の買い物行動要因．

山形県作業療法士会誌．2016；14：4-12． 

5). 丹野克子，白澤政和．訪問リハビリテーションサービスの提供内容に対するケアマネジャーの認識．

東北理学療法学．2016；28：74-83． 

6). 丹野克子，照井孫久，遠藤和子．訪問リハビリテーションサービスを提供する理学療法士・作業療法

士の連携の様態―ケアマネジャーとの関係を中心に―．保健医療福祉連携．2016；9(1)：21-28． 

7). 中野渡達哉，鈴鴨よしみ，神先秀人，沖井 明，菅 俊光，出江紳一．人工股関節置換術後の機能的脚

長差が健康関連 QOL に及ぼす影響―パス解析を用いた障害構造モデルの検討―．理学療法学．2016；

43：30-37． 

8). 藤原裕太，真壁 寿，神先秀人，小林和夫，金子賢一．視覚及び聴覚刺激がパ－キンソン病患者の歩行

開始動作に与える影響．日本福祉工学会誌．2016；18：11-17． 

 

II. 学会・研究会発表 

A）国際学会・研究会など 

1). Kaneko K, Makabe H, Mito K, Sakamoto K: Continuous frequency change of SEMG for a transition period 

between knee extension and knee flexion during pedaling. International Society of Electrophysiology and 

Kinesiology, Chicago, USA, July 2016. 

2). Makabe H, Takahashi Y, Take H, Kaneko K, Sakamoto K: Influence of using T-cane on variability of 

stride interval at a self-selected gait speed. International Society of Electrophysiology and Kinesiology, 

Chicago, USA, July 2016. 

 

B）国内学会・研究会など 

1). 石本 亮，神先秀人：足部アーチ高率の違いが荷重応答期の衝撃吸収に与える影響．第 51 回日本理学
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療法学術大会，北海道札幌市，2016.5 

2). 石山亮介，神先秀人，山本恭平，鈴木郁美：足底の刺激部位の違いが歩行中の重心動揺と下肢筋活動

に及ぼす影響．第 51 回日本理学療法学術大会，北海道札幌市，2016.5 

3). 井上ひかり，坂本恵美，高橋俊章：ハムストリングスの等尺性収縮がいきみに与える影響．第 51 回日

本理学療法学術大会，北海道札幌市，2016.5 

4). 神先秀人，永瀬外希子，南澤忠儀，高橋俊章，赤塚清矢，真壁 寿，伊橋光二：足部ロッカー機能と足

底圧分布との関連性．第 51 回日本理学療法学術大会，北海道札幌市，2016.5 

5). 黑沼大紀，真壁 寿：高負荷自転車駆動時における腰仙椎部回旋角度の変化．第 51 回日本理学療法学

術大会，北海道札幌市，2016.5 

6). 齋藤雄大，神先秀人：後方ステップ動作における接地直後のエネルギー吸収．第 51 回日本理学療法学

術大会，北海道札幌市，2016.5 

7). 鈴木郁美，神先秀人，石山亮介，山本恭平：比較的軽い荷物の持ち方の違いが歩行中の運動学的パラ

メーターに及ぼす影響．第 51 回日本理学療法学術大会，北海道札幌市，2016.5 

8). 中野渡達哉，鈴鴨よしみ，沖井 明，菅 俊光：人工股関節置換術後の転倒関連自己効力感と主観的

脚長差が影響を及ぼすのはどの機能的アウトカムか？第 53 回日本リハビリテーション医学会学術集

会，京都府京都市，2016.6 

9). 木村 憧，小林武史，伊橋光二：マットレスの材質が呼吸介助時の一回換気量に与える影響．第 26 回

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会，神奈川県横浜市，2016.10 

10). 小林武史，木村 憧，高橋識至，伊橋光二：Huffing 時の胸郭介助が最大呼気流速に与える影響．第 26

回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会，神奈川県横浜市，2016.10 

11). 清重佳郎：Real-time tissue elastography を用いた筋活動の評価．第 31 回日本整形外科学会基礎学会，

福岡県福岡市，2016.10 

12). 清重佳郎：小殿筋脂肪変性と股関節安定性．第 31 回日本整形外科学会基礎学会，福岡県福岡市，2016.10 

13). 赤塚清矢：【シンポジウム】各種疾患に対する予防介入のコツ～実践テクニック（運動器）．第 34 回

東北理学療法学術大会，秋田県秋田市，2016.11 

14). 伊橋光二：【特別講演】電気刺激療法の適応と可能性．第 24 回日本物理療法学会学術大会，宮城県仙

台市，2016.11 

15). 岩井章洋，今野珠美，黒田昌宏，落合悦子，井上勝文，水戸隼一，三瀧英樹，岩田好子，赤塚清矢，長

沼 誠，石川雅樹，吉田京子，冨岡秀則，長谷川一夫，平山正義，高橋俊章：山形県理学療法士会の介

護予防活動への取り組み．第 34 回東北理学療法学術大会，秋田県秋田市，2016.11 

16). 神先秀人，南澤忠儀，中野渡達哉，永瀬外希子，高橋俊章：【シンポジウム】身体活動による股関節へ

の負荷．第 43 回日本股関節学会学術大会，大阪府大阪市，2016.11 

17). 齋藤雄大，神先秀人：前方ステップ動作における接地直後のエネルギー吸収．第 34 回東北理学療法学

術大会，秋田県秋田市，2016.11 

18). 佐藤有加，粟野ひろみ，鈴木孝氏，山口広樹，鈴木健太，丹野克子，中野渡達哉，今野珠美，高橋俊

章：臨床実習における学生のコミュニケーション技術に関する検討．第 34 回東北理学療法学術大会，

秋田県秋田市，2016.11 

19). 永瀬外希子，井上京子，神先秀人，前田邦彦：理学療法教育における模擬患者参加型授業に対する学

生評価．第 8 回東北シミュレーション医学教育研究会，宮城県仙台市，2016.12 
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III. 学会・講演会・シンポジウムなどの主催 

1). 丹野克子（主催者）：山形県介護支援専門員協会山形地区支部研修会開催（3 回），山形県山形市，

2016.2,6,10 

2). 丹野克子（主催者）：山形県認知症ケア専門士会研修会（2 回），山形県山形市，2016.7,11 

3). 丹野克子（実行委員）：日本認知症ケア学会 2016 年度東北地域大会，岩手県盛岡市，2016.12 

 

IV. 社会貢献・地域貢献  

① 公開講座・講演会・研修会・講習会・高校への出張講義などの講師 

1). 鈴木克彦：肩こり・腰痛予防でこころも体もリフレッシュ！．公立学校共済組合山形支部主催「ここ

ろと体のリフレッシュ講座」，山辺町立作谷沢小中学校，山形県山辺町，2016.1 

2). 赤塚清矢：検査測定・評価．リハビリテーション論．山形県立山辺高等学校福祉科（出張講義），山形

県山辺町，2016.2 

3). 赤塚清矢，真壁 寿，中野渡達哉：運動負荷試験の行い方．平成 27 年度県内医療従事者講習会，山形

県立保健医療大学，山形県山形市，2016.2 

4). 中野渡達哉：こころとからだの理解，理学療法各論．山形県立山辺高等学校福祉科（出張講義），山形

県山辺町，2016.2 

5). 永瀬外希子：リハビリテーション概論．山形県立山辺高等学校福祉科（出張講義），山形県山辺町，

2016.2 

6). 真壁 寿：神経筋系理学療法学．首都大学東京非常勤講師，東京都荒川区，2016.4 

7). 南澤忠儀：安全就業推進研修会，山形県シルバー人材センター連合会，山形県寒河江市，2016.4 

8). 南澤忠儀：安全就業推進研修会，山形県シルバー人材センター連合会，山形県新庄市，2016.4 

9). 南澤忠儀：安全就業推進研修会，山形県シルバー人材センター連合会，山形県山形市，2016.4 

10). 高橋俊章：協会組織と生涯学習システム．山形県理学療法士会生涯学習部研修会，山形県天童市，2016.5 

11). 丹野克子：大学等進学説明会，新庄東高校，山形県新庄市，2016.5 

12). 中野渡達哉：人工股関節置換術後の脚長差．東北大学大学院肢体不自由学分野セミナー，東北大学，

宮城県仙台市，2016.5 

13). 神先秀人：山形県ロコモ予防インストラクター養成講習会講師，山形県酒田市，2016.6 

14). 神先秀人：山形県ロコモ予防インストラクター養成講習会講師，山形県天童市，2016.6 

15). 丹野克子：山形県介護支援専門員研修（専門研修Ⅱ）講師，山形県山形市，2016.6 

16). 中野渡達哉：理学療法士という進路．進路説明会，酒田西高校，山形県酒田市，2016.6 

17). 神先秀人：健康長寿を生きる．平成 28 年度山形県立保健医療大学公開講座，山形県新庄市，2016.7 

18). 赤塚清矢：地域リハビリテーション．一般社団法人山形県理学療法士会主催平成 28 年度第 3 回生涯学

習部研修会，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.9 

19). 赤塚清矢：リハビリテーションの看護．平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム講

師，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.9 
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20). 高橋俊章：山形県社会福祉研修センター研修会講師，平成 28 年度リハビリテーション研修，山形県山

形市，2016.9 

21). 中野渡達哉：運動器疾患の理学療法．山形県理学療法士会研修会，山形医療技術専門学校，山形県山

形市，2016.9 

22). 中野渡達哉：リハビリテーションの看護．平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム

講師，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.9 

23). 清重佳郎，鈴木克彦，中野渡達哉：超音波診断装置を用いた評価の基礎と応用(下肢編）．平成 28 年度

県内医療従事者講習会，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.10 

24). 清重佳郎，鈴木克彦，中野渡達哉：超音波診断装置を用いた評価の基礎と応用(上肢編）．平成 28 年度

県内医療従事者講習会，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.10 

25). 鈴木克彦：総合大学体験学習「出前講座」講師，山形県立米沢東高等学校，山形県米沢市，2016.10 

26). 鈴木克彦：理学療法学科同窓会「清柳会」講演会講師，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.10 

27). 高橋俊章：重症心身障がい児者のリハビリテーション．独立行政法人国立病院機構北海道東北グルー

プ作業療法士実習技能研修会，宮城県仙台市，2016.10 

28). 高橋俊章：指定規則について．第 4 回日本理学療法教育学会学術集会教育講演，福岡県福岡市，2016.11 

29). 神先秀人，真壁 寿，南澤忠儀：臨床動作筋電図と動作解析の基礎．平成 28 年度県内医療従事者講習

会，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.12 

30). 丹野克子：宮城県理学療法士会主催 理学療法講習会基礎編 講師，宮城県仙台市，2016.12 

31). 丹野克子：山形県地域包括・在宅介護支援センター協議会平成 28 年度職員研修会講師，山形県山形市，

2016.12 

32). 真壁 寿，赤塚清矢，中野渡達哉：呼吸代謝モニタシステムを用いた評価の基礎と応用．平成 28 年度

県内医療従事者講習会，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.12 

 

② 公的機関等の委員 

神先秀人 

� 理学療法学（日本理学療法士協会発行），副編集長 

� 日本理学療法士協会，日本理学療法学術大会発表演題査読委員 

� 山形県理学療法士会，倫理委員会委員長 

 

真壁 寿 

� 日本理学療法士協会，理学療法学論文査読委員 

� 全国理学療法学術大会発表演題，査読委員 

� 福祉工学会，査読委員 

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，東北理学療法学論文査読委員 

� 山形県理学療法士会，山形理学療法学論文査読委員 
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伊橋光二 

� 日本理学療法士協会，第 52 回日本理学療法学術大会大会長 

� 全国大学理学療法教育学会，理事 

 

清重佳郎 

� reviewer, Geriatrics and Gerontlogy International 

� reviewer, Archives of Gerontlogy and Geriatrics 

 

鈴木克彦 

� 日本理学療法士協会，第 52 回日本理学療法学術大会準備委員長 

� 日本理学療法士協会，日本理学療法学術大会発表演題査読委員 

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，東北理学療法学論文査読委員 

 

高橋俊章 

� 日本理学療法士協会，代議員 

� 日本理学療法士協会，教育対策本部委員 

� リハビリテーション教育評価機構，評価員 

� 日本理学療法士協会，全国理学療法学術大会演題発表査読委員 

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，理事  

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，東北理学療法学論文査読委員 

� 山形県理学療法士会，会長  

� 山形県理学療法士会，山形理学療法学論文査読委員 

� 山形県対脳卒中治療研究会，顧問 

� 山形県福祉人材センター運営委員 

� 山形県健康長寿推進協議会委員 

 

丹野克子 

� 日本認知症ケア学会，代議員・査読委員・東北地域部会委員・山形県世話人，2016 年度東北地域部会

事例検討会開催 

� 日本ケアマネジメント学会，代議員 

� 日本理学療法士協会，日本理学療法学術大会発表演題査読委員 

� 平成 27 年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金事業「ケアマネジメントの効果的運用に関する調

査研究検討分科会」委員 

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，東北理学療法学論文査読委員 

� 山形県認知症ケア専門士会，会長 

� 山形県介護支援専門員協会，理事・山形地区支部会長 

� 山形県理学療法士会，学術局学術誌部部員・教育局教育部部員 



理学療法学科 

- 25 - 

 

� 山形県理学療法士会，山形理学療法学論文査読委員 

� 山形県地域ケア会議助言者 

� 村山地域保健医療協議会，在宅医療専門部会委員 

� 山形市介護認定審査会委員 

� 山形市地域包括支援センター運営協議会委員 

� 山形市高齢者虐待防止協議会委員 

� 社会福祉法人輝きの会，苦情解決第三者委員会委員 

� 社会福祉法人輝きの会，評議員 

 

赤塚清矢 

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，東北理学療法学論文査読委員   

� 山形県理学療法士会，副会長兼事務局長 

� 山形県理学療法士会，山形理学療法学論文査読委員 

� 山形県高齢者保健福祉推進委員会，委員 

� 山辺町介護認定審査委員 

 

永瀬外希子  

� 日本理学療法士協会，第 52 回日本理学療法学術大会準備委員会委員 

� 山形県理学療法士会，事務局部長 

� 山形県理学療法士会，山形理学療法学論文査読委員 

 

中野渡達哉 

� 日本理学療法士協会，第 52 回日本理学療法学術大会準備委員会委員 

� 日本理学療法士協会東北ブロック協議会，事務局 

� 山形県理学療法士会事務部 

� 山形県理学療法士会，山形理学療法学論文査読委員 

� 山形県スポーツ医・科学推進会議委員 

 

V. 外部資金取得 

1). 伊橋光二（研究代表者），高橋俊章，永瀬外希子（共同研究者）．高齢者の介護施設・在宅における咳嗽

補助法の検討．科学研究費助成事業基盤研究（C）．課題番号：15K01466. 

2). 神先秀人（研究代表者），伊橋光二，真壁 寿，高橋俊章，南澤忠儀，赤塚清矢，永瀬外希子（共同研

究者）．足部ロッカー機能の運動力学的分析．（2014～2016 年度）科学研究費助成事業基盤研究（C）．

課題番号：24500596. 

3). 神先秀人（研究代表者），伊橋光二，真壁 寿，高橋俊章，南澤忠儀，赤塚清矢，永瀬外希子（共同研

究者）．歩行中の骨盤の動きが重心移動および機械的効率性に与える影響．（2015～2017 年度）科学研

究費助成事業基盤研究（C）．課題番号：15K01421. 
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4). 丹野克子（研究代表者），後藤順子（共同研究者）．リハビリテーション専門職の連携行動評価尺度の

開発．（2015～2017 年度）科学研究費助成事業基盤研究（C）．課題番号：15K08560. 

5). 真壁 寿（研究代表者），神先秀人，南澤忠儀，赤塚清矢（共同研究者）．非線形解析による歩行ダイナ

ミクスの評価とその臨床的応用に関する研究．（2014～2017 年度）科学研究費助成事業基盤研究（C）．

課題番号：26350620. 

6). 南澤忠儀（研究代表者），真壁 寿，千葉 登（共同研究者）．立位時の身体動揺を利用した簡便な自律

神経機能評価方法の開発．（2014～2016 年度）科学研究費助成事業挑戦的萌芽研究．課題番号：26560277. 

7). 和田惠美子（研究代表者），千葉宏毅，藤原奈佳子，福富昌城，松本眞美，丹野克子，杉江美子（共同

研究者）．医療と看護と介護の連携に活かされるホームヘルパーの観察項目に関する研究．ファイザー

ヘルスリサーチ振興財団第 25 回（2016 年度）国内共同研究． 

 

VI. その他，特記すべき事項 

1). 一般社団法人日本ケアマネジメント学会（研究代表者；白澤政和．委員；伊藤重夫，神谷良子，白木裕

子，丹野克子，辻 敏子，野村豊子，福富昌城）．平成 27 年度老人保健事業推進費等補助金 老人保

健健康増進等事業 ケアマネジメントの効果的運用に関する調査研究報告書．2016.3 

2). 神先秀人：日本理学療法士協会 第 34 回協会賞（成果分野）受賞． 

3). 丹野克子：第 33 回東北理学療法学術大会奨励賞受賞．（丹野克子，白澤政和．訪問リハビリテーショ

ンサービスの提供内容に対するケアマネジャーの認識．東北理学療法学．2016；28：74-83．） 

4). 中野渡達哉：平成 27 年度日本リハビリテーション医学会論文賞 優秀論文賞次点．（沖井 明，鈴鴨

よしみ，中野渡達哉，菅 俊光．下肢人工関節置換術後の転倒関連自己効力感は術後の QOL に関連す

る．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine．2015；52：55-62．） 

5). 永瀬外希子，中野渡達哉．―第 51 回日本理学療法学術大会―理学療法が分科してゆくための基盤．理

学療法ジャーナル．2016；50(11)：1026-1027． 
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I. 研究業績 

① 著書（共著） 

2). 平山和美．失認．武田克彦，村井俊哉（編著）．高次脳機能障害の考え方と画像診断．東京：中外医学

社；2016，160-173． 

 

② 原著論文等・総説 

1). Kimura Y, Satake S, Fujii H, Kafuku T, Fujikura M. Do presentation modality and cognitive load affect 

standing stability?. Asian J Occup Ther. 2016; 12: 9-15. 

2). Mamiya Y, Nishio Y, Watanabe H, Yokoi K, Uchiyama M, Baba T, Iizuka O, Kanno S, Kamimura N, Kazui 

H, Hashimoto M, Ikeda M, Takeshita C, Shimomura T and Mori E. The Pareidolia Test: A simple 

neuropsychological test measuring visual hallucination-like illusions. PLoS One. 2016; 11(5): e0154713. 

3). Nito M, Hashizume W, Miyasaka T, Suzuki K, Sato T, Fujii H, Shindo M, Naito A. Facilitation from 

digitorum superficialis to extensor carpi radialis in humans. Exp Brain Res. 2016; 234: 2235-2244. 

4). Sato T, Hayasaka T, Arata K. Sacral skin blood flow rate changes during shouder and ankle flexion and 

extension in healthy young adults. J Compr Rehabil. 2016; 7: 107-110. 

5). Suzuki A, Takahashi Y, Nito M, Suzuki K, Fujii H. Visual Axis Analysis during Unassisted Eating and 

Robot-assisted Eating. Asian J Occup Ther. 2016; 11: 43-52. 

6). 慶徳民夫，丹野克子，千葉 登，真壁 寿，後藤順子．商店街隣接地区在住高齢者の買い物行動要因．

山形県作業療法学会誌．2016；14(1)：4-12． 

7). 佐藤寿晃，鈴木貴寿，植村健一郎，渡部真紀：健常若年者における咬合力と口唇閉鎖力の関連．形態・

機能．2016；15(1)：2-7． 

8). 千葉 登，笹原一馬，山本翔太，佐藤光美．生徒は障がい者スポーツに興味・理解があるのか？ 小

学・中学・高校生を対象としたアンケート結果から．山形県作業療法学会誌．2016；14(1)：13-18． 

9). 千葉 登．第 15 回全国障害者スポーツ大会視察記～2015 紀の国わかやま大会～．山形県作業療法学会

誌．2016；14(1)：80-83． 

10). 平山和美．DSM-5 からみた知覚ー運動の領域．神経内科．2016；85：207-214． 

11). 平山和美，井上 香，木内真美子．高次脳機能障害の理解と診察：内包膝部の損傷による健忘．Clinical 

Neuroscience．2016；34：616-618． 

12). 平山和美，遠藤佳子，鈴木由美．高次脳機能障害の理解と診察：言語性短期記憶障害．Clinical 

Neuroscience．2016；34：140-142． 

13). 平山和美，遠藤佳子，鈴木由美．高次脳機能障害の理解と診察：前脳基底部の損傷による健忘．Clinical 

Neuroscience．2016；34：858-860． 

14). 平山和美，遠藤佳子，横井香代子．物品の意味記憶障害．Clinical Neuroscience．2016；34：1192-1194． 

15). 平山和美．錯覚と妄想の神経心理学．神経心理学．2016；32：52-64． 

16). 平山和美．失認に対するアプローチ．Medical Rehabilitation．2016；192：47-55． 

17). 平山和美，鈴木麻希，橋本竜作．高次脳機能障害の理解と診察：視床の損傷による健忘．Clinical 

Neuroscience．2016；34：500-502． 



作業療法学科 

- 28 - 

 

18). 平山和美，鈴木由美，井上 香．単語・記号の意味記憶障害．Clinical Neuroscience．2016；34：1078-

1080． 

19). 平山和美，塚本哲朗，佐藤睦子．高次脳機能障害の理解と診察：海馬とその周辺の損傷による健忘．

Clinical Neuroscience．2016；34：260-262． 

20). 平山和美，時田春樹，田川皓一．高次脳機能障害の理解と診察：脳弓の損傷による健忘．Clinical 

Neuroscience．2016；34：388-390． 

21). 平山和美，時田春樹，田川皓一．高次脳機能障害の理解と診察：脳梁膨大後域の損傷による健忘．Clinical 

Neuroscience．2016；34：744-746． 

22). 平山和美，中居真紀子，井上 香．記憶障害の診察．Clinical Neuroscience．2016；34：1292-1294． 

23). 平山和美．認知症の症状と医学的対応．言語聴覚研究．2016；13：13-21． 

24). 平山和美，横井香代子，木内真美子．人物・風景の意味記憶障害．Clinical Neuroscience．2016；34：

958-960． 

25). 平山和美，横井香代子，鈴木由美．高次脳機能障害の理解と診察：記憶に関する脳領域の MRI による

同定．Clinical Neuroscience．2016；34：12-14． 

 

II. 学会・研究会発表 

A）国際学会・研究会など 

1). Hashimoto R, Suzuki M, Ogawa N, Yokoi K, Endo K, Hirayama K, Mori E: Neural correlates for preventing 

the production of lexicalization errors in non-word reading. The 31st International Congress of 

Psychology, Yokohama, Japan, July 2016. 

2). Satake S: Spontaneous Look at People in Individuals with Autism Spectrum Disorder. The 31st 

International Congress of Psychology, Yokohama, Japan, July 2016. 

3). Matsumoto K, Imanishi R, Sano Y, Mori N, Kurosawa H: Relationships between palm surface pressure and 

tidal volume during a manual chest physiotherapy, “Breathing assistance”. APSR2016, Bangkok, Thailand, 

November 2016. 

 

B）国内学会・研究会など 

16). 佐竹真次，立元 真，近藤清美，尾崎康子，黒田美保，三宅篤子：【シンポジウム】自閉症支援に有用

なペアレント・プログラム－日本で試行されているプログラムの検討を中心に－．日本発達心理学会

第 27 回大会，北海道札幌市，2016.4 

17). 平野幹雄，足立智昭，武田 健，相澤雅文，佐竹真次：【シンポジウム】東日本大震災後の継続的な心

の支援の必要性について３～被災地の心理専門職が考える、これから求められる子どもへの支援～．

日本発達心理学会第 27 回大会，北海道札幌市，2016.4 

18). 佐藤寿晃，佐野祐貴子，森 直樹，八巻通安：日常生活活動における動作様式の違いが呼吸代謝に与

える影響．第 24 回山形県作業療法学会，山形県米沢市，2016.5 

19). 佐野祐貴子，佐藤寿晃：浴槽の出入りにおけるまたぎ動作の動作解析．第 24 回山形県作業療法学会，

山形県米沢市，2016.5 

20). 前田邦彦，井上京子，神先秀人，慶徳民夫：山形県立保健医療大学における多職種連携教育の取り組
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み．第 7 回東北シミュレーション医学教育研究会，秋田県秋田市，2016.5 

21). 笹井妙子，西尾慶之，横井香代子，森 悦朗，井上雄一：特発性レム睡眠行動障害患者における複雑錯

視誘発検査の有用性．日本睡眠学会第 41 回定期学術集会，東京都新宿区，2016.7 

22). 桑原英生，由利拓真，仁藤充洋，清重佳郎，藤井浩美：ヒト棘上筋，棘下筋および小円筋間の機能解剖

学的意義．第 4 回全国作業療法学系大学院ゼミナール，北海道札幌市，2016.8 

23). 佐々木学：学生のコミュニケーション能力向上を目指した作業学の実践．第 29 回教育研究大会・教員

研修会，香川県高松市，2016.8 

24). 佐野祐貴子，藤井浩美，森 直樹，佐藤寿晃：健常者における側方またぎ動作解析．第 4 回全国作業

療法学系大学院ゼミナール，北海道札幌市，2016.8 

25). 森 直樹，三澤一登：特別支援学校センター的機能充実事業における作業療法士を含む専門職の関与

実態調査．日本発達障害学会第 51 回研究大会，京都府京都市，2016.8 

26). 由利拓真，桑原英生、仁藤充洋，清重佳郎，藤井浩美：ヒト棘上筋前方、後方線維および棘下筋上方線

維の関連－汎用超音波診断装置を用いた解析－．第 4 回全国作業療法学系大学院ゼミナール，北海道

札幌市，2016.8 

27). Tsubakino S, Suzuki Y, Nito Y, Sanbu S, Fujii H: Predictors of first-time occupational therapy evaluation 

for home discharge in acute stroke patients. The 50th Japanese Occupational Therapy Congress & Expo, 

Sapporo, Japan, September 2016. 

28). 井上 香，中居真紀子，平山和美：半側空間無視を伴わない無視性難読症を呈した一症例の注視位置

の検討．第 50 回全国作業療法学会，北海道札幌市，2016.9 

29). 大槻美智子，若井広太朗，吉井勘人，原田 崇，佐竹真次：【シンポジウム】地域生活を目指したソー

シャルスクリプトを用いた支援Ⅲ－社会的ライフスキルを育む－．日本特殊教育学会第 54 回大会，新

潟県新潟市，2016.9 

30). 慶徳民夫，佐藤佑香：一人暮らし要介護高齢者におけるピアサポートグループの位置づけ．第 50 回日

本作業療法学会．北海道札幌市，2016.9 

31). 佐野祐貴子，川勝祐貴，藤井浩美，森 直樹，佐藤寿晃：健常成人が側方から障害物をまたぐ時の股、

膝および足関節運動の協調性．第 50 回日本作業療法学会，北海道札幌市，2016.9 

32). 鈴木由美，椿野幸子，藤井浩美：急性期脳梗塞患者の自宅退院のための予測因子．第 50 回日本作業療

法学会，北海道札幌市，2016.9 

33). 中路純子，有川真弓，吉岡和哉，森 直樹，酒井康年：学校を支援する作業療法士の活用に関する調査

報告―特別支援学校のセンター的機能充実事業における外部人材の配置・活用の調査―．第 50 回日本

作業療法学会，北海道札幌市，2016.9 

34). 中村泰輔，慶徳民夫：活動を目標に設定したことで訪問リハの終了に結びついた事例，第 50 回日本作

業療法学会，北海道札幌市，2016.9 

35). 平野幹雄，星 茂行，金谷京子，足立智昭，山瀬道代，佐竹真次，本郷一夫：【シンポジウム】大災害

後に被災地の子どもに求められる心の支援－臨床発達心理士としての支援のあり方－．日本臨床発達

心理士会第 12 回全国大会，大阪府大阪市，2016.9 

36). 吉岡和哉，酒井康年，有川真弓，森 直樹，三澤一登：学校を理解し支援ができる作業療法士「学校作

業療法士」―特別支援学校のセンター的機能充実事業の外部人材の配置・活用の調査から―．第 50 回

日本作業療法学会，北海道札幌市，2016.9 

37). 慶徳民夫，千葉 登，井上 香，半田直子：居住環境が人の心身の健康に及ぼす影響－縁側設置前後

の心拍変動と POMS 変化－．日本生理人類学会第 74 回大会，石川県七尾市，2016.10 
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38). 菅野有貴，佐々木俊二，佐藤美有紀，川勝祐貴，阿保圭祐，木川田紗千枝，石井 洋，千葉 登：認知

症介護教室の取り組みを通して見えてきた家族支援の重要性．第 5 回日本精神科医学会，宮城県仙台

市，2016.11 

39). 増田英恵，佐藤寿晃：A 病院における重症心身障がい児の自己決定支援の状況と今後の課題．第 70 回

国立病院機構総合医学会，沖縄県宜野湾市，2016.11 

 

III. 学会・講演会・シンポジウムなどの主催 

1). 佐竹真次（主催者）：日本臨床発達心理士会東北支部，公開講演会「巡回相談から見る小中学校の特別

支援教育の課題」，宮城県仙台市，2016.1 

2). 森 直樹（主催者）：山形紅花ふれあい基金助成「在宅医療・福祉研修会」，山形県立保健医療大学，

山形県山形市，2016.1 

3). 森 直樹（主催者）：在宅医療研究助成勇美記念財団「第 2 回ダウン症をもつ家族のための子育て支

援研修会」，山形県立保健医療大学，山形県山形市，2016.10 

 

IV. 社会貢献・地域貢献  

① 公開講座・講演会・研修会・講習会・高校への出張講義などの講師 

3). 井上 香：作業療法各論．山形県立山辺高等学校福祉科，山形県山辺町，2016.1 

4). 木内真美子：リハビリテーション概論 言語療法．山形県立山辺高等学校福祉科，山形県山辺町，2016.1 

5). 千葉 登：リハビリテーション概論 義肢装具・福祉用具．山形県立山辺高等学校福祉科，山形県山

辺町，2016.1 

6). 木内真美子：（株）さんぽう主催 大学等進学説明会，ヤマコーホール，山形県山形市，2016.2 

7). 佐竹真次：思春期の子どもをもつ親の心構えについて．中山町立中山中学校保護者研修会，山形県中

山町，2016.2 

8). 佐竹真次：「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」平成 27 年度第 2 回推進会議，山形県立霞城

学園高等学校，山形県山形市，2016.2 

9). 佐竹真次：特別支援教育体制整備の推進 庄内特別支援連携協議会，庄内総合支庁分庁舎，山形県三

川町，2016.2 

10). 森 直樹：たんぽぽ保育園学習会 講師，山形県山形市，2016.2 

11). 森 直樹：山形市発達支援リーダー要請研修会 講師，山形県山形市，2016.2 

12). 横井香代子：作業療法士から学ぶ認知症の人のアクティビティ．山形県認知症ケア専門士会第 2 回研

修会，山形県山形市，2016.2 

13). 千葉 登：「My Introduction and My study」．コロラド州立大学特別講演，2016.3 

14). 千葉 登：本学学校紹介．新庄東高校 3 年次第 1 回進路ガイダンス，山形県新庄市，2016.5 

15). 井上 香：健康づくりの基礎知識－健康寿命を延ばす－．山形県蔵王地区社会福祉協議会，山形県山

形市，2016.6 

16). 佐竹真次：自分でできるカウンセリング法．平成 28 年度山形県立保健医療大学公開講座，山形県立保
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健医療大学，山形県山形市，2016.6 

17). 佐竹真次：スクリーニング＆コンサルテーション，白鷹町立荒砥小学校，山形県白鷹町，2016.6 

18). 佐竹真次：第 1 回子育て支援スーパーバイズ事業助言・指導，置賜総合支庁，山形県米沢市，2016.6 

19). 佐竹真次：「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」平成 28 年度第 1 回推進会議，山形県立霞城

学園高等学校，山形県山形市，2016.6 

20). 佐藤寿晃：コンソーシアム，山形県立酒田西高等学校，山形県酒田市，2016.6 

21). 佐藤寿晃：日本と世界の作業療法の動向．日本作業療法士協会 現職者共通研修，山形県山形市，2016.6 

22). 藤井浩美：日本作業療法士協会 認定作業療法士研修会 講師，東京都台東区，2016.6 

23). 森 直樹：東北文教大学短期大学部 ゲストスピーカー，山形県山形市，2016.6 

24). 横井香代子：認知症の最新トピックス．山形県作業療法士会最北地区研修会，山形県東根市，2016.6 

25). 慶徳民夫：OT の可能性．山形県作業療法士会現職者共通研修，山形県立保健医療大学，山形県山形市，

2016.7 

26). 慶徳民夫：リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例．平成 28 年度山形県主任介護支援専

門員更新研修，ヒルズサンピア山形，山形県山形市，2016.7 

27). 佐竹真次：障がい児やグレーゾーンの子への対応．山形市児童健全育成クラブ放課後指導員会講演会，

山形市総合福祉センター，山形県山形市，2016.7 

28). 千葉 登：障がい者スポーツの現状～過去から未来へ～．平成 28 年度放送大学山形学習センター 市

民講座，山形県新庄市，2016.7 

29). 佐竹真次：子どもがやる気になる魔法の言葉．袋井市子ども理解講座（第 1 回），袋井市公民館，静岡

県袋井市，2016.8 

30). 佐竹真次：子どもがやる気になる魔法の言葉．袋井市子ども理解講座（第 2 回），袋井市公民館，静岡

県袋井市，2016.8 

31). 佐竹真次：第 2 回子育て支援スーパーバイズ事業助言・指導，置賜総合支庁，山形県米沢市，2016.8 

32). 佐竹真次：天童市立山口小学校いじめ防止対策等生徒指導推進研修会，天童市立山口小学校，山形県

天童市，2016.8 

33). 藤井浩美：日本作業療法士協会 認定作業療法士研修会 講師，東京都台東区，2016.8 

34). 森 直樹：第 17 回山形県知的障がい教育研究協議会 第 39 回山形県情緒障がい教育研究協議会「村

山大会」講座 講師，山形県山形市，2016.8 

35). 森 直樹：山形市民間立認可保育所連絡協議会 講師，山形県山形市，2016.8 

36). 井上 香：認知症の方の支援について．山形県作業療法士会認知症出前講座，山形県河北町，2016.9 

37). 木内真美子：障がいを持つ方と共に働くということ．平成 28 年度山形県立保健医療大学公開講座，山

形県酒田市，2016.9 

38). 佐竹真次：若年コミュニケーション能力要支援者就職プログラム指導・助言，山形公共職業安定所，

山形県山形市，2016.9 

39). 佐竹真次：発達障害の理解と周りの子への教師のかかわり方．中山町立中山中学校校内研修，山形県

中山町，2016.9 

40). 佐竹真次：山形市巡回相談会指導・助言，山形市立鈴川小学校，山形県山形市，2016.9 
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41). 佐竹真次：山形市巡回相談会指導・助言，山形市立第八小学校，山形県山形市，2016.9 

42). 藤井浩美：山形県作業療法士会理事研修会兼庄内地区研修会 講師，山形県鶴岡市，2016.9 

43). 横井香代子：大学・短期大学・専門学校 進学相談会，山形県山形市，2016.9 

44). 慶徳民夫：住宅改修における見取り図について．山形県作業療法士会最北地区勉強会，尾花沢病院，

山形県尾花沢市，2016.10 

45). 佐竹真次：第 3 回子育て支援スーパーバイズ事業助言・指導，置賜総合支庁，山形県米沢市，2016.10 

46). 佐竹真次：平成 28 年度第 1 回発達障がい者就労支援連絡協議会，山形労働局，山形県山形市，2016.10 

47). 佐竹真次：平成 28 年度山形県ペアレントメンター事業推進委員会，村山保健所，山形県山形市，2016.10 

48). 佐竹真次：山形市巡回相談会指導・助言，山形市立蔵王第二小学校，山形県山形市，2016.10 

49). 藤井浩美：琉球リハビリテーション学院 講師，沖縄県金武町，2016.10 

50). 森 直樹：平成 28 年度地域還元研修会 講師，山形県山形市，2016.10 

51). 森 直樹：山形県社会福祉センター保育所職員研修 講師，山形県山形市，2016.10 

52). 佐竹真次：若年コミュニケーション能力要支援者就職プログラム指導・助言，山形公共職業安定所，

山形県山形市，2016.11 

53). 佐竹真次：総合発達支援プラザふらっぷ「ほっぷじゃんぷ合同勉強会」，竹田綜合病院，福島県会津若

松市，2016.11 

54). 佐竹真次：知的障がい児への支援のポイント～入学期・思春期・移行期の支援～．平成 28 年度山形県

立酒田特別支援学校公開研修会，山形県酒田市，2016.11 

55). 佐竹真次：平成 28 年度第 1 回ペアレントメンター養成フォローアップ研修，山形県山形市，2016.11 

56). 佐竹真次：平成 28 年度第 4 回教育支援委員会 就学児、在学児童生徒の特別支援学級等に係る判定会

議，山形県上山市，2016.11 

57). 佐竹真次：平成 28 年度村山地域発達障がい者支援体制推進会議，村山保健所，山形県山形市，2016.11 

58). 佐竹真次：山形市巡回相談会指導・助言，山形市立楯山小学校，山形県山形市，2016.11 

59). 佐藤寿晃：次のステップへ繁げるために．山形県作業療法士会 学会推進 講師，山形県山形市，2016.11 

60). 千葉 登：財)介護労働安定センター 平成 28 年度山形県離転職者訓練「介護実務科（実務者研修 450

時間含む）」講師，山形県山形市，2016.11 

61). 井上 香：認知症予防について．山形県作業療法士会認知症出前講座，山形県山形市，2016.12 

62). 佐竹真次：第４回子育て支援スーパーバイズ事業助言・指導，置賜総合支庁，山形県米沢市，2016.12 

63). 佐竹真次：平成 28 年度第 2 回ペアレントメンター養成フォローアップ研修，山形県山形市，2016.12 

64). 藤井浩美：東北メディカル学院 講師，青森県五戸町，2016.12 

65). 森 直樹：新庄市立保育所研修会 講師，山形県新庄市，2016.12 

 

② 公的機関等の委員 

佐藤寿晃 
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� 日本作業療法士協会，学会演題審査委員 

� 日本作業療法士協会，事例登録制度 A 審査委員  

� 日本作業療法士協会，作業療法編集協力者 

� 山形県作業療法士会，理事 

� 山形電気生理研究会，世話人 

 

藤井浩美 

� Asian Journal of Occupational Therapy，査読委員 

� 障害分野 NGO 連絡会（Japan NGO Network on Disabilities: JANNET）幹事 

� 文部科学省大学設置・学校法人審議会専門委員 

� 日本作業療法士協会，常務理事 

� 日本作業療法士協会，国際部部長 

� 日本作業療法士協会，倫理委員会委員 

� 日本 OT イノベーション機構あからん，理事 

� 山形県作業療法士会，会誌編集部顧問 

� 山形県作業療法士会，長期計画策定委員会顧問 

� 山形県社会福祉協議会，運営適正化委員会選考委員会委員長 

� 山形電気生理研究会，世話人 

 

佐竹真次  

� 臨床発達心理実践研究誌，編集委員長 

� 特殊教育学研究誌，編集委員 

� 障害科学研究誌，編集委員 

� 発達心理学研究，査読委員 

� Japanese Journal of Special Education Research，査読委員 

� 日本臨床発達心理士会，東北支部長 

 

平山和美 

� 日本神経心理学会，理事 

� 日本神経心理学会，編集委員 

� 日本神経心理学会，倫理規範作成委員 

� 日本神経心理学会，評議員 

� 日本高次脳機能障害学会，編集委員 

� 日本高次脳機能障害学会，評議員 

� 日本神経精神医学会，評議員 
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八巻通安 

� 日本内科学会東北地方会，評議員 

� 山形超音波研究会，世話人 

� 山形心臓リハビリテーション研究会，世話人 

 

森 直樹 

� 日本作業療法士協会，制度対策部・障害保健福祉対策委員会委員 

� 文部科学省「外部専門家派遣事業」運営委員 

� 文部科学省「個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育」山形運営委員会，委員 

� 山形県作業療法士会，理事 

� 山形県障害区分判定審査会，審査委員 

 

千葉 登 

� 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会認定中級初級障害者スポーツ指導員 

� 山形県作業療法士会，会紙編集部委員 

� 山形県障がい者スポーツ競技力向上等検討委員会，委員 

 

佐々木学 

� 日本作業療法士協会，学術部部員（Asian Journal of Occupational Therapy, 副編集委員長） 

� Asian Journal of Occupational Therapy，査読委員 

� 山形県作業療法士会，学術部精神科領域委員 

 

慶徳民夫 

� 日本作業療法士協会，学会演題査読委員 

� 山形県作業療法学会，演題査読 

� 山形県中山町介護認定審査会，委員 

� 山形市介護認定審査会，委員 

 

横井香代子 

� 日本神経心理学会，評議員 

� 山形県作業療法士会事務局財務資産管理，部長 

� 山形県作業療法士会長期計画策定委員会，委員 

 

井上 香 

� 山形県作業療法士会，生涯教育部 
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� 山形県作業療法士会，認知症出前講座普及委員会 

� 山形市介護認定審査会，委員 

 

木内真美子 

� 山形県作業療法士会，学術研修部 

� 山形県作業療法士会，平成 28 年度精神科領域研修会実行委員 

 

VI. 外部資金取得 

1). 井上 香．フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成（2015～2016 年度）． 

2). 木内真美子（研究代表者）．アルツハイマー病患者の町歩きの特徴とオプティック・フロー認知障害

の関係．（2016～2017 年度）科学研究費助成事業若手研究（B）．課題番号：16K16464. 

3). 慶徳民夫（研究代表者）．居住環境が人の心身の健康に及ぼす影響 ―縁側プロジェクト―Ver.2．（2014

～2016 年度）科学研究費助成事業挑戦的萌芽研究．課題番号：26560033． 

4). 田島明子（研究代表者），慶徳民夫（共同研究者）．介護予防を目的とした住民運営通いの場での地域

作業療法学実践モデル構築と評価法の開発．（2016～2018 年度）科学研究費助成事業挑戦的萌芽研究．

課題番号：16K12964 

5). 森 直樹．在宅医療助成 勇美記念財団助成（2016 年度）． 

 

VII. その他，特記すべき事項  

1). 千葉 登：山形放送「NewsEvery」にて NPO 法人障がい者スポーツクラブで活躍している選手取材お

よびコメントが放映された。（2016.2.19） 

2). 千葉 登：2020 年東京オリンピック・パラリンピック連携大学シンポジウム「みんなの活躍をみんな

で支える 2020 年へ」コーディネーター，山形県山形市，2016.2 

3). 藤井浩美．作業療法士の国際性．日本作業療法士協会誌．2016；46(1)：4-5． 

4). 横井香代子．「第 17 回 FD ネットワーク“つばさ”FD 協議会」報告． FD／SD NEWS 東日本広域大

学連携通信．2016；20． 

 


